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昭
和
廿
一
年
一
月
一
日
（
熱
海
に
て
）

　
一
月
初
一
。
晴
れ
て
風
な
し
。
ま
た
と
は
な
き
好
き
元
旦
な
る
べ
し
。
去

年
の
暮
町
に
て
購
ひ
來
り
し
暦
を
見
て
、
久
振
に
陰
暦
の
日
を
知
り
得
た
り
。

今
日
は
舊
十
一
月
廿
八
日
な
る
が
如
し
。
世
の
噂
に
よ
れ
ば
諸
會
社
株
配
當

金
も
去
年
六
月
以
後
皆
無
と
な
り
し
の
み
な
ら
ず
、
今
年
は
個
人
の
私
有
財

産
に
も
二
割
以
上
の
税
か
ゝ
る
と
云
。
今
日
ま
で
余
の
生
活
は
株
の
配
當
金

に
て
安
全
な
り
し
が
、
今
年
よ
り
は
賣
文
に
て
餬
口
の
道
を
求
め
ざ
る
べ
か

ら
ず
。
去
秋
以
後
收
入
な
き
に
あ
ら
ね
ど
、
そ
は
戰
爭
中
徒
然
の
あ
ま
り
筆

と
り
し
草
稿
、
幸
に
し
て
燒
け
ざ
り
し
を
售う
り
し
が
爲
な
り
。
七
十
歳
近
く
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な
り
し
今
日
よ
り
以
後
、
余
は
曾
て
雜
誌
文
明
を
編
輯
せ
し
頃
の
如
く
筆
執

る
こ
と
を
得
る
や
否
や
。
六
十
前
後
に
死
せ
ざ
り
し
は
此
上
も
な
き
不
幸
な

り
き
。
老
朽
餓
死
の
行
末
思
へ
ば
お
そ
ろ
し
。 

朝  

飯 

あ
さ
め
し

を
節
す
る
が
た
め
褥

中
に
書
を
讀
み
、
正
午
に
近
く
な
る
を
待
ち
階
下
の
臺
所
に
行
き
葱
と
人
參

と
を
煮
、
麥
飯
の
粥
を
つ
く
り
て
食
ふ
。
食
後
炭
火
な
け
れ
ば
再
び
寐
床
に

入
り
西
洋
紙
に
鉛
筆
に
て
賣
文
の
草
稿
を
つ
く
る
。

　
一
月
初
二
。
晴
。
ヒ
ユ
ー
ス
ケ
ン
墓
の
事
を
か
き
て
墓
畔
の
梅
と
題
し
、

時
事
新
報
社
に
送
る
。

　
一
月
初
三
。
半
晴
。
風
寒
か
ら
ず
。
新
生
社
青
山
氏
來
話
。
晡
下
大
雨
。

　
一
月
初
四
。
晴
。
暖
。
草
稿
を
青
山
氏
に
郵
送
す
。

　
一
月
初
五
。
半
晴
。
風
寒
し
。
銀
座
町
に
て
饅
頭
を
買
ふ
。
一
箇
金
三
十
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圓
。
甘
い
こ
と 

請  

合 

う
け
あ
ひ

な
り
と
言
へ
り
。

　
一
月
初
六
。
日
曜
日
。
半
晴
。
洋
傘
を
買
ふ
。
貳
百
九
拾
圓
。

　
一
月
初
七
。
晴
。
移
轉
の
日
も
遠
か
ら
ね
ば
座
右
の
物
を
整
理
す
。

　
一
月
初
八
。
晴
。
風
甚
寒
し
。

　
一
月
初
九
。
南
風
、
稍
暖
。
森
銑
三
氏
來
書
。

　
一
月
十
日
。
晴
。
時
事
新
報
記
者
石
川
輝
氏
來
話
。

　
一
月
十
一
日
。
晴
。
籾
山
梓
月
子
來
書
。

　
一
月
十
二
日
。
晴
。
寒
甚
し
。
此
地
の  

鳶    

頭  

と
び
が
し
ら

重しげ
さ
ん
來
り
て
轉
居
の

荷
づ
く
り
を
な
す
。

　
一
月
十
三
日
。
日
曜
日
。

　
一
月
十
四
日
。
晴
。
暖
。
東
京
の
諸
友
に
市
川
へ
轉
居
の
事
を
報
ず
。
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一
月
十
五
日
。
晴
。
木
戸
氏
來
話
。

　
一
月
十
六
日
。
晴
。
早
朝
荷
物
を
ト
ラ
ツ
ク
に
積
む
。
五
叟
の
妻
、
長
男
、

娘
こ
れ
に
乘
り
朝
十
一
時
過
熱
海
を
去
る
。
余
は
五
叟
、
そ
の
次
男
、
田
中

老
人
等
と
一
時
四
十
分
熱
海
驛
發
臨
時
列
車
に
乘
る
。
乘
客
雜
沓
せ
ず
。
夕

方
六
時
市
川
の
驛
に
着
す
。
夜
色
暗
淡
。
歩
み
て
菅
野
二
五
八
番
地
の
借
家

に
至
る
。
ト
ラ
ツ
ク
の
來
る
を
待
て
ど
も
來
ら
ず
。
八
時
過
に
及
び
五
叟
の

細
君
そ
の
娘
と
共
に
來
り
ト
ラ
ツ
ク
途
中
に
て
屡
故
障
を
生
じ
た
れ
ば
横
濱

よ
り
省
線
電
車
に
乘
換
へ
た
り
と
云
。
長
男
十
時
過
に
來
り
ト
ラ
ツ
ク
遂
に

進
行
し
が
た
く
な
り
た
れ
ば
目
黒
の
車
庫
に
至
り
、
運
轉
手
明
朝
車
を
修
繕

し
て
後
來
る
べ
し
と
云
ふ
。
夜
具
も
米
も
な
け
れ
ば
こ
れ
を
隣
家
の
人
に
借

り
哀
れ
な
る
一
夜
を
明
し
た
り
。
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一
月
十
七
日
。
晴
。
荷
物
を
積
み
し
車
の
來
り
し
は
日
も
既
に
暮
れ
果
て

し
後
な
り
。
米
炭
そ
の
他
盜
ぬ
す
まれ
し
も
の
少
か
ら
ず
と
云
。

　
一
月
十
八
日
。
晴
。
近
巷
空
地
林
園
多
く
し
て
靜
な
り
。
時
節
柄
借
家
と

し
て
は
好
き
方
な
る
べ
し
。
省
線
市
川
の
停
車
場
ま
で
十
五
分
ば
か
り
と
云
。

　
一
月
十
九
日
。
晴
。
寒
甚
し
か
ら
ず
。
荷
物
を
解
き
諸
物
を
整
理
す
。
省

線
停
車
場
前
に
露
店
多
く
出
づ
と
聞
き
午
後
行
き
て
見
る
。
京
成
電
車
踏
切

近
く
な
る
門
構
の
家
に
汁
粉
一
圓
四
十
五
錢
と
の
貼
札
出
せ
る
を
見
、
入
り

て
食
す
る
に
片
栗
粉
を
團
子
の
や
う
に
な
し
汁
は
薄
甘
き
葛
湯
な
り
。
汁
粉

と
い
ふ
語
も
追
々
本
來
の
意
を
失
ひ
行
く
も
の
ゝ
如
し
。

　
一
月
二
十
日
。
日
曜
日
。
晴
。
暖
。
午
下
中
央
公
論
社
小
瀧
穆
氏
來
話
。

頃
日
專
賣
局
賣
出
し
の
卷
烟
草
ピ
ー
ス
一
箱
を
贈
ら
る
。
深
更
雨
。
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一
月
廿
一
日
。
細
雨
霏
々
午
に
至
つ
て
霽
る
。
風
暖
に
し
て
春
既
に
來
る

の
思
あ
り
。
驛
前
の
露
店
に
て
わ
か
さ
ぎ
佃
煮
を
買
ふ
。
一
包
貳
拾
圓
な
り
。

夜
机
に
向
は
ん
と
せ
し
が
隣
室
の
ラ
ヂ
オ
に
妨
げ
ら
れ
て
歇
む
。

　
一
月
廿
二
日
。
晴
。
暖
氣
春
の
如
し
。
疥
癬
愈
甚
し
け
れ
ば
午
前
近
巷
の

醫
師
を
尋
ね
て
治
を
請
ふ
に
、
傳
染
せ
し
當
初
な
れ
ば
治
し
易
き
病
な
れ
ど
、

全
身
に
蔓
衍
し
て
は
最
早
や
藥
治
の
能
く
す
べ
き
と
こ
ろ
な
ら
ず
。
硫
黄
を

含
む
温
泉
に
浴
す
る
よ
り
外
に
道
な
し
と
言
へ
り
。
醫
師
ま
た
言
ふ
。
こ
れ

歸
還
兵
の
戰
地
よ
り
持
ち
か
へ
り
し
病
に
て
、
國
内
傳
染
の
患
者
甚
多
し
と

な
り
。
驛
前
の
市
場
に
て
惣
菜
物
蜜
柑
等
を
購
ひ
、
京
成
線
路
踏
切
を
越
え

松
林
欝
々
た
る
小
徑
を
歩
む
。
人
家
少
く
閑
地
多
し
。
林
間
遙
に
一
帶
の
丘

陵
を
望
む
。
通
行
の
人
な
け
れ
ば
樹
下
の
草
に
坐
し
鳥
語
を
き
ゝ
つ
ゝ
獨
り
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蜜
柑
を
食くら
ふ
。
風
靜
に
し
て
日
の
光
暖
な
れ
ば
覺
え
ず
瞑
想
に
沈
み
て
時
の

移
る
を
忘
る
。
こ
の
小
徑
よ
り
數
丁
、
垣
根
道
を
後
に
戻
れ
ば
寓
居
の
門
前

に
至
る
を
得
る
な
り
。
こ
の
地
に
居
を
移
し
て
よ
り
早
く
も
一
週
日
を
經
た

れ
ど
驛
前
に
至
る
道
よ
り
外
未
知
る
處
な
し
。
さ
れ
ど
門
外
の
松
林
深
き
あ

た
り
閑
靜
頗
る
愛
す
べ
く
、
世
を
逃
れ
て
隱
れ
住
む
に
は
適
せ
し
地
な
る
が

如
し
。
住
民
の
風
俗
も
澁
谷
中
野
あ
た
り
、
東
京
の
西
郊
に
て
日
常
見
る
も

の
と
は
全
く
同
じ
か
ら
ず
、
所
謂
イ
ン
テ
リ
風
に
化
せ
ざ
る
と
こ
ろ
大
に
喜

ぶ
べ
し
。
さ
れ
ど
道
路
の
地
質
及
び
四
方
一
帶
の
地
勢
よ
り
し
て
考
ふ
る
に
、

秋
冬
の
交
大
雨
の
際
河
川
汎
濫
の
事
な
き
や
否
や
。
慮
ふ
べ
き
は
唯
こ
の
一

事
の
み
。

　
一
月
廿
三
日
。
快
晴
。
暖
昨
日
の
如
し
。
本
年
寒
中
の
暖
氣
、
盖
し
異
例
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な
る
べ
し
。

　
一
月
廿
四
日
。
晴
。
暖
。
午
前
病
院
の
歸
途
近
巷
を
歩
む
。
生
垣
つ
ゞ
き

の
屋
敷
町
、
い
づ
こ
の
横
町
も
人
通
り
な
く
、
處
々
の
庭
園
に
南
天
燭
、
梅

も
ど
き
の
實
の
霜
に
染
み
て
紅
玉
の
如
き
を
見
る
。
熱
海
よ
り
轉
送
の
郵
便

物
到
着
す
。
進
駐
軍
開
封
檢
閲
の
痕
あ
り
。
晡
下
中
村
光
夫
氏
來
話
。
コ
ク

ト
オ
の
戯
曲 Les Parents Terribles 

を
貸
さ
る
。
燈
刻
微
熱
あ
り
。

　
一
月
廿
五
日
。
陰
。
後
に
晴
。

　
一
月
廿
六
日
。
陰
。
午
前
病
院
。
晩
食
後
小
説
の
腹
案
を
な
さ
む
と
す
。

忽
に
し
て
ラ
ヂ
オ
に
妨
げ
ら
れ
て
歇
む
。
燈
下
讀
書
執
筆
二ふた
つ
な
が
ら
思
ひ

の
ま
ゝ
な
ら
ず
。
悲
し
む
べ
き
な
り
。

　
一
月
廿
七
日
。
日
曜
日
。
細
雨 

須  

臾 

し
ば
ら
く

に
し
て
歇
む
。
晡
下
凌
霜
子
來
り

10荷風戰後日歴　第一



話
す
。
去
年
一
月
廿
五
日
、
新
富
町
の
別
宅
、
そ
の
近
傍
は
空
襲
の
火
災
に

罹
り
し
が
、
幸
に
無
事
な
り
し
を
以
て
そ
の
紀
念
に
と
て
鮓
と
萩
の
餅
と
を

つ
く
り
た
り
と
て
、
各
數
箇
を
携
來
り
て
贈
ら
る
。
又
栗
本
鋤
雲
の
匏
庵
遺

稿
、
鶴
梁
文
鈔
を
貸
與
せ
ら
る
。
夜
に
入
り
雨
。

　
一
月
廿
八
日
。
晴
。
風
あ
り
。
小
堀
杏
奴
來
書
。

　
一
月
廿
九
日
。
雪
も
よ
ひ
の
空
な
り
。
昨
今
屡
強
震
あ
り
。

　
一
月
三
十
日
。
陰
。

　
一
月
卅
一
日
。
晴
。
燈
刻
中
村
光
夫
氏
來
り
ミ
ユ
ツ
セ
詩
集
其
他
貸
與
。

　
二
月
初
一
。
雨
。
午
後
よ
り
雪
。

　
二
月
初
二
。
陰
。
午
後
よ
り
日
輝
き
て
稍
あ
た
ゝ
か
に
な
り
ぬ
。
病
院
の

歸
途
驛
前
に
至
り
見
る
に
雪
後
の
泥
路
を
い
と
は
ず
露
店
の
賑
平
日
の
如
し
。
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甘
藷
は
禁
止
に
な
り
し
と
て
賣
る
も
の
な
し
。
菓
子
ぱ
ん
（
一
枚
一
圓
）
五

六
片
を
購
ひ
京
成
電
車
線
路
に
沿
へ
る
靜
な
る
林
下
の
砂
道
を
歩
み
な
が
ら

之
を
食
ふ
。
家
な
き
乞
食
に
な
り
し
が
如
き
心
地
し
て
我
な
が
ら
哀
れ
な
り
。

　
二
月
初
三
。
日
曜
日
。
晴
。
風
寒
し
。
午
近
く
米
飯
の
代
り
に
片
栗
粉
の

汁
粉
啜
り
て
飢
を
凌
が
む
と
、
そ
れ
を
賣
る
家
ま
で
至
り
見
し
に
、
二
月
中

當
分
休
の
札
を
出
し
た
り
。
市
川
に
移
り
住
み
て
よ
り
數
日
の
後
、
京
成
電

車
通
に
ふ
と
此
店
を
見
つ
け
、
初
は
少
し
く
惡
臭
あ
る
に
苦
し
み
し
が
、
寒

さ
を
し
の
ぐ
に
も
よ
け
れ
ば
、
毎
日
の
や
う
に
行
き
て
食
ふ
や
う
に
な
り
し

な
り
。
何
事
も
其
日
其
場
か
ぎ
り
、
長
續
き
せ
ぬ
は
今
の
世
の
中
是
非
な
き

こ
と
な
る
べ
し
。
夜
小
川
丈
夫
氏
來
話
。

　
二
月
初
四
。
立
春
。
晴
。
風
甚
寒
し
。
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二
月
初
五
。
晴
。
午
前
扶
桑
書
房
主
人
來
話
。
饂
飩
一
包
惠
贈
。
小
川
氏

來
話
。
晡
下
川
端
康
成
氏
、
鎌
倉
文
庫
社
員
來
話
。
夜
小
川
氏
松
戸
市
傳
染

病
研
究
所
勤
務
醫
學
博
士
近
藤
奎
三
氏
を
伴
來
り
て
病
を
診
察
す
。
明
朝
一

應
檢
尿
の
後
投
藥
す
べ
し
と
な
り
。
近
藤
氏
も
小
川
氏
と
同
じ
く
近
隣
に
住

す
と
云
。

　
二
月
初
六
。
陰
。
寒
嚴
し
か
ら
ず
。
晩
間
近
藤
博
士
來
診
。

　
二
月
初
七
。
午
下
雪
。

　
二
月
初
八
。
陰
。

　
二
月
初
九
。
陰
。
後
に
晴
。
薄
暮
近
藤
博
士
來
診
。

　
二
月
十
日
。
日
曜
日
。
小
川
氏
來
話
。
夜
藥
湯
に
浴
す
。

　
二
月
十
一
日
。
陰
。
春
寒
料
峭
。
雪
な
ら
む
と
し
て
※
わ
づ
かに
晴
る
。
午
後
凌
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霜
子
來
り
萩
の
餅
を
惠
ま
る
。
舊
著
二
三
册
、
文
明
花
月
合
本
等
を
貸
す
。

勝
部
氏
來
話
。

　
二
月
十
二
日
。
晴
。
暖
。
正
午
小
山
書
店
主
人
來
話
。
小
川
氏
よ
り
魔
法

焜
爐
を
貰
ふ
。
薄
暮
近
藤
博
士
來
診
。

　
二
月
十
三
日
。
晴
。
午
後
凌
霜
子
來
り
て
疥
癬
治
療
の
藥
品
、
湯
の
花
其

他
を
惠
ま
る
。

　
二
月
十
四
日
。
晴
。
暖
。

　
二
月
十
五
日
。
晴
。
暖
。

　
二
月
十
六
日
。
雨
。

　
二
月
十
七
日
。
日
曜
日
。
晴
。
梅
花
開
く
。
新
貨
幣
發
行
。
ま
た
本
日
よ

り
銀
行
預
金
拂
戻
停
止
の
布
令
出
づ
。
突
然
の
發
令
な
れ
ば
人
心
騷
然
た
り
。
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生
田
葵
山
去
年
十
二
月
卅
一
日
世
田
ヶ
谷
代
田
の
家
に
て
逝
去
の
由
。
未
亡

人
よ
り
通
信
あ
り
。
行
年
七
十
一
と
云
。
余
生
田
氏
と
は
十
年
來
交
を
斷
ち

ゐ
た
り
し
が
、
木
曜
會
俳
席
に
行
き
し
頃
に
は
巖
谷
撫
象
氏
と
共
に
時
々
そ

の
家
を
訪
ひ
、
左
の
如
き
絶
句
を
贈
り
し
こ
と
も
あ
り
き
。

　
　
　
尋
君
偶
到
澁
溪
西
。
一
路
春
風
穿
菜
畦
。

　
　
　
不
問
先
知
故
人
宅
。
竹
林
深
處
午
雞
啼
。

生
田
氏
の
家
は
去
年
空
襲
頻
々
た
り
し
頃
に
も
幸
に
火
災
を
免
れ
し
が
如
し
。

　
二
月
十
八
日
。
晴
又
陰
。
市
川
驛
前
露
店
の
賑
ひ
、
新
令
布
告
後
も
更
に

變
る
と
こ
ろ
な
し
。
夜
ま
た
藥
湯
に
浴
す
。

　
二
月
十
九
日
。
陰
。
餘
寒
料
峭
。
午
後
新
生
社
々
員
來
話
。
罹
災
日
録
續

稿
交
附
。
燈
刻
近
藤
國
手
來
診
。
小
堀
杏
奴
氏
來
書
。
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二
月
二
十
日
。
陰
。
後
に
晴
。
林
間
の
夕
陽
甚
佳
。
夜
橘
南
谿
の
東
遊
記

を
よ
む
。
簡
易
流
暢
の
文
、
余
の
常
に
軌
範
と
な
す
と
こ
ろ
。
藤
樹
先
生
傳

の
如
き
即
そ
の
一
例
な
る
べ
し
。

　
二
月
廿
一
日
。
晴
。
風
あ
り
。
銀
行
預
金
拂
戻
停
止
の
後
闇
市
の
物
價
ま

た
更
に
騰
貴
す
。 
剩  
錢 
つ
り
せ
ん

な
き
を
以
て
物
價
の
單
位
拾
圓
と
な
る
。

　
二
月
廿
二
日
。
晴
。
風
甚
寒
し
。

　
二
月
廿
三
日
。
晴
。
風
寒
き
こ
と
昨
日
の
如
し
。
熱
海
の
鳶とび
重しげ
來
話
。
熱

海
の
梅
花
既
に
落
し
と
云
。

　
二
月
廿
四
日
。
日
曜
日
。
陰
。
午
後
中
央
公
論
社
小
瀧
氏
來
話
。
こ
の
日

正
午
よ
り
水
道
涸
渇
。
隣
家
井
戸
の
水
を
貰
ひ
飯
を
炊
ぐ
。
夜
雨
瀟
々
。

　
二
月
廿
五
日
。
雨
歇
み
し
が
空
晴
れ
ず
。
寒
稍
寛
な
り
。
午
後
よ
り
日
光
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を
見
る
。

　
　
　
　
　
生
田
葵
山
の
事

　
　
余
始
て
生
田
氏
を
知
り
し
は
明
治
三
十
二
三
年
の
頃
な
る
べ
し
。
麹
町

　
　
元
園
町
な
る
巖
谷
小
波
先
生
が
木
曜
會
の
席
上
に
於
て
な
り
。
京
都
の

　
　
人
に
て
其
家
は
成
田
屋
と
い
ひ
て
富
め
る
酒
問
屋
な
り
し
由
。
破
産
の

　
　
後
小
説
家
三
宅
青
軒
を
た
よ
り
て
東
京
に
來
り
小
波
山
人
が
五
番
町
の

　
　
家
に
寄
寓
し
、
二
十
歳
頃
よ
り
文
筆
を
以
て
口
を
餬
し
ゐ
た
り
。
余
の

　
　
初
め
て
知
り
し
時
は
三
番
町
の
立
身
館
と
い
ふ
下
宿
屋
に
ゐ
た
り
。
黒

　
　
田
湖
山
人
、
西
村
渚
山
人
、
生
田
葵
山
人
の
三
氏
は
當
時
小
波
門
下
の

　
　
才
子
と
し
て
一
部
の
人
に
は
早
く
其
名
を
知
ら
れ
ゐ
た
り
。
文
才
な
き

　
　
に
あ
ら
ざ
り
し
か
ど
小
學
校
卒
業
程
度
の
學
歴
を
有
す
る
の
み
な
れ
ば
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遂
に
人
後
に
落
ち
其
名
も
次
第
に
文
壇
よ
り
忘
れ
去
ら
る
ゝ
に
至
り
し

　
　
な
り
。
大
正
二
三
年
の
頃
獨
逸
に
行
き
し
が
歐
洲
大
戰
の
間
際
に
て
久

　
　
し
く
居
る
こ
と
能
は
ず
、
英
國
に
赴
き
半
歳
ほ
ど
に
て
東
京
に
歸
り
一

　
　
時
泉
岳
寺
畔
に
僑
居
す
。
大
正
十
年
頃
妻
を
娶
り
て
世
田
ヶ
谷
代
田
に

　
　
移
り
住
み
た
り
。
著
作
の
小
説
頗
る
多
け
れ
ど
人
の
記
憶
に
留
る
も
の

　
　
殆
無
き
が
如
し
。
余
が
米
國
遊
學
の
頃
（
明
治
三
十
八
九
年
）
中
央
公

　
　
論
誌
上
に
掲
載
せ
ら
れ
し
雞
の
腸
、
和
蘭
陀
皿
の
如
き
は
佳
作
な
り
き
。

　
　
雞
の
腸
は
新
宿
の
娼
妓
を
描
き
し
も
の
な
り
き
。

　
二
月
廿
六
日
。
陰
。
銀
行
預
金
封
鎖
の
爲
生
活
費
を
得
ん
と
て
中
央
公
論

社
顧
問
囑
託
と
な
る
。
右
に
つ
き
同
社
よ
り
電
報
來
る
。
燈
刻
近
藤
博
士
來

診
。
病
荏
苒
た
り
。
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二
月
廿
七
日
。
陰
。
暖
。
深
更
雨
。

　
二
月
廿
八
日
。
天
氣
快
晴
。
春
光
洋
々
。
正
午
小
瀧
氏
來
話
。
晡
下
凌
霜

子
來
話
。

　
三
月
初
一
。
雨
霏
々
。
町
會
よ
り
紙
幣
に
貼
る
印
紙
（
一
人
に
付
百
圓
ヅ

丶
）
を
配
布
す
。

　
三
月
初
二
。
陰
。
舊
紙
幣
通
用
本
日
限
り
。
銀
行
郵
便
局
前
に
群
集
列
を

な
す
こ
と
二
三
丁
に
及
ぶ
。
驛
前
の
露
店
雜
貨
を
賣
る
も
の
ば
か
り
に
て
、

飮
食
店
は
一
軒
も
な
し
。
肴
屋
八
百
屋
も
跡
を
斷
ち
た
り
。
汁
粉
賣
る
も
の

唯
一
軒
目
に
と
ま
り
た
れ
ば
一
椀
を
喫
し
て
歸
る
に
、
五
叟
の
家
人
恰
も
新

聞
を
ひ
ろ
げ
汁
粉
に
て
死
し
た
る
も
の
あ
り
。
甘
味
に
毒
藥
を
用
ひ
し
が
爲

な
り
と
語
り
合
へ
る
と
こ
ろ
。
余
覺
え
ず
戰
慄
す
。
惜
し
か
ら
ぬ
命
も
い
ざ
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と
な
れ
ば
惜
し
く
な
る
も
の
と
見
ゆ
。

　
三
月
初
三
。
日
曜
日
。
昨
夜
の
雨
い
つ
か
雪
と
な
り
居
た
り
し
が
午
前
中

に
歇
み
た
り
。
餘
寒
甚
し
。
夜
ま
た
雨
。

　
三
月
初
四
。
陰
。
汁
粉
の
毒
に
あ
た
り
は
せ
ぬ
か
と
一
昨
日
よ
り
心
配
し

ゐ
た
り
し
が
、
今
日
に
至
る
も
別
條
な
し
。
但
し
數
日
來
面
部
に
浮
腫
む
く
み
あ
り
。

身
體
何
と
も
な
く
疲
勞
す
。

　
三
月
初
五
。
晴
。
暖
。
午
後
小
山
書
店
來
話
。
新
圓
通
用
以
來
肴
屋
八
百

屋
店
を
閉
ぢ
人
皆
副
食
物
な
き
に
苦
し
む
。
余
は
幸
に
し
て
新
生
社
よ
り
貰

ひ
し
米
國
製
ハ
ム
鑵
詰
、
又
山
形
縣
の
人
よ
り
贈
來
り
し
干
柿
あ
れ
ば
四
五

日
の
間
は
平
日
の
如
く
箸
を
取
り
得
べ
し
。
昏
暮
近
藤
國
手
來
診
。
病
大
方

癒
ゆ
。
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三
月
初
六
。
毎
朝
鶯
語
を
き
く
。
幽
興
限
な
し
。

　
三
月
初
七
。
陰
。
鶯
頻
に
鳴
く
。
近
巷
の
園
梅
到
る
處
滿
開
な
り
。
農
家

の
庭
に
は
古
幹
に
苔
厚
く
生
じ
た
る
老
梅
あ
る
を
見
る
。
東
京
に
は
無
き
も

の
な
り
。
籬
笆
茆
舍
林
下
に
散
見
す
る
光
景
お
の
づ
か
ら
俳
味
あ
り
。
正
午

鳶
重
熱
海
よ
り
來
り
話
す
。
糟
漬
の
セ
ル
リ
ー
を
贈
ら
る
。
風
味
頗
佳
し
。

　
三
月
初
八
。
晴
。
北
風
烈
し
く
寒
甚
し
。
正
午
新
生
社
主
人
來
り
新
紙
幣

二
千
圓
を
惠
ま
る
。
昨
年
來
ユ
ー
ゴ
ー
の
詩
集
を
繙
く
こ
と
日
課
の
如
し
。

徹
宵
風
歇
ま
ず
。

　
三
月
初
九
。
晴
。
風
歇
み
て
稍
暖
な
り
。
午
前
小
川
氏
來
り
草
稿
の
閲
讀

を
乞
ふ
。
淺
草
の
囘
想
記
な
り
。
町
を
歩
み
て
人
參
を
買
ふ
。
一
束
五
六
本

に
て
拾
圓
な
り
。
新
圓
發
行
後
物
價
依
然
と
し
て
低
落
の
兆
な
し
。
四
五
月
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の
頃
に
は
再
度
イ
ン
フ
レ
の
結
果
私
財
沒
收
の
事
起
る
べ
し
と
云
。
去
年
此

日
の
夜
半
住
宅
燒
亡
。
藏
書
悉
く
灰
と
な
り
し
な
り
。

　
三
月
十
日
。
日
曜
日
。
正
午
雪
。
新
聞
紙
に
米
國
製
の
鑵
詰
ま
た
煙
草
を

所
持
す
る
も
の
、
米
國
憲
兵
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
れ
ば
捕
へ
ら
る
ゝ
由
の
記

事
あ
り
。
余
が
手
許
に
は
新
生
社
ま
た
時
事
新
報
社
よ
り
貰
ひ
し
物
少
か
ら

ず
、
現
に
朝
夕
ハ
ム
を
食
す
。
空
鑵
を
い
づ
こ
に
捨
つ
べ
き
や
。
午
後
凌
霜

子
來
り
館
柳
灣
が
林
園
月
令
を
貸
與
せ
ら
る
。
又
疥
癬
の
妙
藥
を
惠
ま
る
。

雪
歇
ま
ず
。

　
三
月
十
一
日
。
晴
。
北
風
。
寒
甚
し
。
午
前
小
川
丈
夫
氏
來
話
。
森
銑
三

氏
書
あ
り
。
そ
の
一
節
に
曰
く
、

　
　
御
稿
爲
永
春
水
（
中
略
）
早
速
拜
讀
仕
候
。
春
水
と
其
作
品
と
に
就
き
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て
は
江
戸
文
學
專
攻
家
を
以
て
任
じ
居
候
人
々
も
一
向
問
題
に
致
さ
ず
、

　
　
何
や
ら
賤
し
む
べ
き
作
家
の
如
く
見
ら
れ
居
候
處
、
玉
稿
に
依
り
て
大

　
　
に
其
眞
價
を
認
め
ら
れ
候
事
、
第
一
に
春
水
自
身
地
下
に
感
泣
候
事
と

　
　
存
じ
申
候
。
人
の
尻
馬
に
乘
り
て
か
れ
こ
れ
申
す
や
う
な
人
の
み
多
き

　
　
折
か
ら
、
玉
稿
は
ひ
と
し
ほ
嬉
し
く
拜
讀
仕
候
事
に
御
座
候
。
恕
軒
學

　
　
海
の
兩
翁
が
春
水
を
認
め
ら
れ
居
候
事
、
さ
す
が
と
存
候
が
、
そ
れ
に

　
　
つ
き
て
思
出
し
候
は
菊
池
三
溪
も
亦
梅
暦
を
愛
讀
致
さ
れ
候
も
の
ゝ
如

　
　
く
、
そ
の
一
節
を
漢
譯
候
も
の
有
之
、
同
翁
の
著
譯
準
綺
語
に
そ
れ
も

　
　
加
へ
ら
れ
居
候
に
、
同
書
刊
行
に
際
し
校
訂
者
佐
伯
篁
溪
氏
下
ら
ぬ
遠

　
　
慮
よ
り
し
て
、
そ
の
章
を
取
除
き
遂
に
活
字
に
な
ら
ず
に
し
ま
ひ
候
。

　
　
其
原
稿
は
先
年
佐
伯
氏
方
に
て
一
見
、
多
分
無
事
に
存
し
居
り
申
す
べ
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く
何
か
の
機
會
に
世
に
出
し
た
き
も
の
と
存
じ
申
候
。
な
ほ
坪
内
博
士

　
　
の
小
説
神
髓
は
小
生
ま
だ
讀
む
に
及
ば
ず
候
へ
ど
も
其
内
に
は
馬
琴
を

　
　
貶
し
春
水
を
稱
せ
ら
れ
居
候
こ
と
も
有
之
に
は
無
之
や
。
小
生
な
ど
春

　
　
水
を
讀
む
資
格
を
缺
き
居
候
者
に
候
へ
ど
も
、
京
傳
よ
り
更
に
後
れ
て

　
　
文
筆
生
活
に
入
り
天
保
の
惡
し
き
時
代
に
行
逢
ひ
候
事
氣
の
毒
な
る
事
、

　
　
京
傳
な
ど
に
し
て
も
あ
ま
り
に
弱
氣
に
て
作
家
と
し
て
の
矜
恃
を
持
つ

　
　
に
及
ば
ず
候
ひ
し
事
を
遺
憾
と
致
し
居
候
が
、
春
水
に
對
し
て
一
層
そ

　
　
の
感
を
深
く
致
申
候
。
但
し
そ
れ
だ
け
に
又
玉
稿
に
よ
り
て
そ
の
よ
さ

　
　
の
力
説
せ
ら
れ
候
事
を
喜
ば
ざ
る
を
得
ず
候
。
猶
々
些
事
に
候
へ
ど
も

　
　
種
彦
の
祿
高
は
寛
政
重
修
諸
家
譜
に
て
判
然
候
べ
く
、
不
日
い
づ
こ
か

　
　
に
て
一
覽
の
上
御
報
告
に
及
び
申
す
べ
く
候
（
以
下
略
）
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三
月
十
二
日
。
晴
。
餘
寒
料
峭
。
燈
刻
近
藤
博
士
來
診
。
初
更
よ
り
雪
。

電
燈
消
ゆ
。

　
三
月
十
三
日
。
雪
ま
た
雨
。
春
寒
殊
に
甚
し
。
午
後
に
霽
る
。

　
三
月
十
四
日
。
晴
。
午
後
凌
霜
子
來
り
過
日
神
田
今
川
小
路
の
古
き
筆
匠

玉
川
堂
に
た
の
み
細
筆
を
注
文
い
た
し
置
き
し
に
こ
の
程
出
來
上
り
し
と
の

手
紙
を
得
た
れ
ば
購
來
れ
り
と
て
、
不
換
金
と
名
づ
け
し
も
の
數
枝
を
贈
ら

る
。
厚
情
感
謝
に
堪
へ
ず
。
今
川
小
路
よ
り
猿
樂
町
の
一
部
は
幸
に
火
災
を

免
れ
し
が
如
し
。
余
の
初
て
玉
川
堂
の
名
を
聞
き
し
は
一
番
町
に
在
り
し
こ

ろ
な
れ
ば
四
十
餘
年
の
む
か
し
な
り
。
思
ふ
に
現
在
の
店
も
む
か
し
在
り
し

處
な
る
べ
し
。
そ
の
頃
店
の
裏
手
に
小
庭
を
前
に
せ
し
貸
席
あ
り
て
折
々
俳

諧
謠
曲
の
會
な
ど
の
催
し
を
な
す
も
の
あ
り
き
。
余
は
荒
木
竹
翁
に
つ
き
て
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琴
古
流
の
尺
八
を
學
び
ゐ
た
れ
ば
翁
父
子
及
び
門
下
の
人
々
と
一
二
度
さ
ら

ひ
の
會
に
赴
き
し
こ
と
も
あ
り
し
な
り
。
そ
の
頃
の
事
を
思
返
せ
ば
三
崎
町

の
靜
な
る
横
町
に
庭
ひ
ろ
き
藥
湯
あ
り
て
、
閑
人
等
浴
後
半
日
碁
な
ど
打
ち

ゐ
た
る
を
見
し
こ
と
も
あ
り
き
。
徃
事
茫
々
都
て
夢
の
ご
と
し
。

　
三
月
十
五
日
。
晴
、
春
風
嫋
々
。
市
川
驛
前
の
闇
市
に
て
一
老
婆
の
ふ
か

し
た
る
里
芋
賣
り
ゐ
た
る
を
見
、
花
見
頃
の
む
か
し
を
思
出
で
ゝ
こ
れ
を
購

ふ
。
但
し
一
つ
一
圓
と
は
驚
く
べ
し
。
木
戸
氏
來
書
。
島
中
氏
來
書
。
生
活

費
の
事
に
つ
き
懇
切
に
心
配
す
べ
き
趣
し
る
さ
れ
た
り
。
午
後
朝
日
新
聞
記

者
來
訪
。
夕
刊
紙
上
連
載
の
長
編
小
説
が
ほ
し
き
由
。

　
三
月
十
六
日
。
晴
。
午
後
陰
。
風
寒
し
。

　
三
月
十
七
日
。
日
曜
日
。
雨
ま
じ
り
の
雪
、
朝
ま
だ
き
よ
り
降
り
て
歇
ま
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ず
。
電
氣
も
來
ら
ず
電
氣
焜
爐
も
使
用
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
炭
火
に
て
粥

を
炊
ぐ
。
戰
後
生
活
の
不
便
思
ふ
べ
し
。
午
後
小
川
氏
來
話
。
午
後
電
氣
復

舊
。

　
三
月
十
八
日
。
彼
岸
の
入
な
る
に
雨
降
り
て
寒
し
。

　
三
月
十
九
日
。
晴
。
暖
。
町
會
に
て
蚊
帳
を
買
ふ
。
金
拾
參
圓
な
り
。

　
三
月
二
十
日
。
雨
。
正
午
扶
桑
書
房
主
人
來
り
新
圓
貳
千
圓
お
よ
び
米
國

製
食
料
品
を
贈
ら
る
。
午
後
小
瀧
氏
來
り
中
央
公
論
社
顧
問
給
料
金
五
百
圓

を
贈
ら
る
。
頃
日
郵
便
物
檢
閲
の
爲
遲
延
數
日
に
及
ぶ
と
云
。
川
端
康
成
氏

來
り
辭
書
言
泉
を
贈
ら
る
。

　
三
月
廿
一
日
。
春
分
。
晴
。
午
後
う
さ
ぎ
や
主
人
來
話
。
馬
鈴
薯
砂
糖
草

餅
を
贈
ら
る
。
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三
月
廿
二
日
。
晴
。

　
三
月
廿
三
日
。
雨
。

　
三
月
廿
四
日
。
日
曜
日
。
晴
。
東
京
に
て
は
い
よ
〳
〵
米
の
配
給
な
く
な

り
粗
惡
な
る
パ
ン
に
て
人
民
露
命
を
つ
な
ぐ
や
う
に
な
り
し
と
の
噂
あ
り
。

川
一
筋
隔
て
し
の
み
な
れ
ば
市
川
邊
も
遠
か
ら
ず
こ
の
憂
目
に
あ
ふ
な
る
べ

し
。
人
よ
り
句
を
請
は
れ
て
、

　
　
　
葛
飾
に
住
み
て
間
も
な
し
梅
の
花

　
　
　
紅
梅
に
ま
じ
り
て
竹
と
柳
か
な

　
　
　
鶯
や
借
家
の
庭
の
ほ
う
れ
ん
草

　
三
月
廿
五
日
。
晴
。
風
烈
し
。
江
戸
川
堤
を
歩
す
。

　
三
月
廿
六
日
。
晴
。
暖
。
午
後
漫
歩
。
手
兒
奈
堂
に
賽
す
。
境
内
の
借
家
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に
か
の
贋
筆
製
作
者
依
然
と
し
て
住
め
る
が
如
し
。
店
の
窓
に
紅
葉
山
人
の

書
幅
を
掛
け
玩
具
な
ど
置
き
並
べ
た
り
。
出
版
商
佐
藤
恆
二
氏
來
話
。
鎌
倉

文
庫
よ
り
使
の
人
單
行
本
印
税
金
新
圓
に
て
金
五
千
圓
持
參
す
。
薄
暮
近
藤

氏
來
診
。

　
三
月
廿
七
日
。
晴
。
春
風
嫋
々
。
市
中
の
園
林
到
る
處
梅
花
を
見
ざ
る
は

な
し
。
午
後
う
さ
ぎ
や
谷
口
氏
、
朝
日
記
者
某
氏
。
扶
桑
書
房
主
人
。
新
生

社
主
人
來
話
。
扶
桑
主
人
白
米
五
升
を
贈
ら
る
。
夜
新
生
社
の
爲
に
昭
和
十

六
年
日
誌
を
寫
す
。

　
三
月
廿
八
日
。
晴
。
暖
。
午
前
床
屋
を
さ
が
し
歩
む
。
漸
く
に
し
て
菜
圃

の
間
に
之
を
見
出
し
入
り
て
理
髮
せ
し
む
。
去
年
の
暮
熱
海
に
て
刈
り
し
ま
ゝ

な
れ
ば
蓬
の
如
く
に
な
り
ゐ
た
り
し
な
り
。
夜
雨
。
初
更
近
藤
博
士
來
り
種
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痘
を
な
す
。
深
情
謝
す
べ
し
。

　
三
月
廿
九
日
。
陰
。
東
南
の
風
強
し
。
漫
歩
驛
前
の
闇
市
に
て
買
物
。

　
　
　
　
　
イ
ン
キ
　
一
合
　
金
八
圓

　
　
　
　
　
状
袋
　
　
一
枚
　
十
錢
ヅ
ヽ

　
　
　
　
　
洗
面
器
　
一
個
　
五
拾
圓

　
三
月
三
十
日
。
晴
。
暖
氣
初
夏
の
如
し
。
コ
ク
ト
ー
の
戯
曲 Les Parents

 Terribles 

を
讀
む
。

　
三
月
卅
一
日
。
晴
れ
て
好
き
日
曜
日
な
り
。
鶯
と
雀
の
聲
に
早
く
目
覺
め

た
り
。
扶
桑
書
房
主
人
白
米
ま
た
五
升
を
惠
ま
る
。
午
後
よ
り
烈
風
夜
に
入

る
も
歇
ま
ず
。
電
燈
終
夜
點
ぜ
ず
。

　
四
月
初
一
舊
二
月
晦
晴
。
銀
行
封
鎖
預
金
毎
月
三
百
圓
引
出
し
得
べ
き
筈
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な
り
し
に
當
月
よ
り
金
百
圓
と
な
る
。
政
府
に
一
定
の
方
針
な
く
朝
令
暮
改

の
窮
状
笑
ふ
べ
く
憂
ふ
べ
き
な
り
。
農
家
の
庭
に
桃
の
花
さ
き
、
畠
に
麥
青

く
、
菜
の
花
ま
た
佳よ
し
。

　
四
月
初
二
。
晴
。
春
色
漸
く
酣
な
れ
ど
、
家
内
の
火
鉢
に
火
な
け
れ
ば
朝

夕
は
手
足
の
先
猶
寒
き
を
お
ぼ
ゆ
。

　
四
月
初
三
。
晴
。
午
後
新
生
社
員
酒
井
氏
來
話
。

　
四
月
初
四
。
雨
。
新
生
社
主
人
青
山
氏
谷
崎
氏
が
上
京
を
機
會
に
、
同
氏

と
余
と
を
招
飮
し
た
き
趣
、
昨
日
社
員
酒
井
氏
を
遣
は
さ
れ
し
か
ど
、
病
後

の
つ
か
れ
猶
痊
え
ざ
れ
ば
、
江
戸
川
の
堤
に
近
き
郵
便
局
に
至
り
電
報
に
て

辭
意
を
報
ず
。
省
線
驛
前
を
過
る
に
繁
華
の
四
辻
に
立
ち
て
衆
議
員
選
擧
候

補
者
ら
し
き
も
の
演
説
を
な
す
。
人
だ
か
り
に
交
り
て
聞
く
に
、
其
言
ふ
と
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こ
ろ
西
洋
人
向
ホ
テ
ル
の
番
頭
の
挨
拶
の
如
く
、
又
明
治
の
む
か
し
横
濱
に

在
り
し
商
館
番
頭
の
お
世
辭
に
異
ら
ず
。
一
國
の
人
民
一
た
び
戰
に
敗
る
ゝ

や
、
か
く
ま
で
卑
屈
に
な
り
得
る
も
の
か
と
覺
え
ず
暗
涙
を
催
さ
し
む
。
一

時
歇
み
た
る
雨
ま
た
降
來
り
た
れ
ば
甘
藷
雞
卵
を
買
う
て
か
へ
る
。
岡
本
氏

越
前
よ
り
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
英
譯
本
ま
た
菅
茶
山
が
黄
葉
夕
陽
村
舍
詩
一
帙
を

贈
ら
る
。
小
堀
杏
奴
氏
信
州
蓼
科
よ
り
來
書
。
薄
暮
中
村
光
夫
氏
來
話
。

　
四
月
初
五
。
晴
。
小
川
氏
來
り
座
布
團
を
贈
ら
る
。
五
叟
子
信
州
よ
り
取

寄
せ
し
荷
物
の
中
よ
り
余
が
先
考
の
墓
誌
搨
本
を
見
出
し
た
り
と
て
示
さ
る
。

其
文
左
の
如
し
。

　
　
　
　
正
四
位
勳
五
等
永
井
君
墓
志
　
　
　
　
　
永
阪
周
撰
并
書
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君
名
久
一
郎
。
字
耐
甫
。
初
名
温
。
字
伯
良
。
號
禾
原
。
舊
名
古
屋
藩
士

　
永
井
匡
威
君
長
子
。
幼
好
學
。
明
治
元
年
王
政
維
新
。
君
年
甫
十
七
。
竭

　
力
國
事
。
走
四
方
。
二
年
志
于
西
學
。
負
笈
入
東
京
。
三
年
爲
大
學
南
校

　
貢
進
生
。
四
年
游
學
美
國
。
六
年
歸
朝
。
尋
拜
工
學
少
師
。
後
任
文
部
内

　
務
統
計
院
參
事
院
諸
官
。
十
七
年
奉
命
赴
歐
羅
巴
各
國
。
考
査
博
覽
會
及

　
衞
生
事
項
。
廿
四
年
任
文
部
省
會
計
局
長
。
遷
參
事
官
。
廿
六
年
進
文
部

　
書
記
官
高
等
官
三
等
。
廿
八
年
陞
叙
勳
五
等
。
賜
瑞
寶
章
。
廿
九
年
叙
正

　
五
位
。
三
十
年
致
仕
。
特
旨
叙
從
四
位
。
同
年
入
日
本
郵
船
會
社
。
爲
上

　
海
支
店
支
配
人
。
三
十
三
年
轉
横
濱
支
店
長
。
三
十
九
年
贈
雙
光
旭
日
章
。

　
四
十
五
年
擢
爲
維
新
史
料
編
纂
會
委
員
。
大
正
二
年
一
月
四
日
病
卒
。
距

　
生
嘉
永
五
年
八
月
二
日
。
春
秋
六
十
二
。
葬
東
京
雜
司
谷
。
其
病
革
。
特
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旨
叙
正
四
位
。
盖
異
數
也
。
配
鷲
津
氏
生
三
男
一
女
。
長
曰
壯
吉
。
嗣
。

　
次
曰
貞
二
郎
。
出
襲
鷲
津
氏
。
三
曰
威
三
郎
。
留
學
獨
逸
。
女
夭
。
君
性

　
温
摯
。
任
事
不
撓
。
博
渉
書
史
。
最
善
詩
。
著
有
來
青
閣
集
。

　
四
月
初
六
。
絲
雨
殘
梅
に
滴
る
。
風
冷
な
り
。
或
人
よ
り
メ
リ
ヤ
ス
下
着

（
上
下
千
圓
）
ワ
イ
シ
ヤ
ツ
（
二
百
圓
）
を
買
ふ
。

　
　
　
　
○
噂
の
き
ゝ
が
き

　
　
數
日
前
の
こ
と
な
る
べ
し
。
大
阪
に
て
警
吏
朝
鮮
人
の
闇
賣
を
な
す
も

　
　
の
多
數
を
捕
へ
し
に
、
同
國
人
之
を
取
返
さ
ん
と
て
警
察
署
を
襲
ふ
。

　
　
警
吏
こ
ゝ
に
於
て
日
日
驛
前
に
開
か
る
ゝ
闇
市
を
包
圍
し
誰
彼
の
差
別

　
　
な
く
引
致
せ
ん
と
す
。
闇
屋
の
中
に
は
日
本
人
も
交
り
ゐ
た
り
し
が
、

　
　
こ
れ
も
朝
鮮
人
の
身
方
と
な
り
警
吏
と
爭
ひ
、
遂
に
雙
方
ピ
ス
ト
ル
を
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放
つ
に
至
る
。
こ
の
騷
に
米
國
憲
兵
の
一
隊
事
情
に
通
ぜ
ざ
れ
ば
機
關

　
　
銃
を
放
ち
亂
鬪
す
る
日
鮮
人
及
び
警
吏
を
追
拂
ひ
た
り
。
死
傷
者
少
か

　
　
ら
ざ
り
し
と
云
。
此
事
件
米
人
檢
閲
の
爲
新
聞
紙
に
は
記
載
せ
ら
れ
ず
。

　
　
米
人
口
に
は
民
政
の
自
由
を
説
く
と
い
へ
ど
も
、
お
の
れ
に
利
な
き
こ

　
　
と
は
之
を
隱
蔽
せ
ん
と
す
。
笑
ふ
べ
き
な
り
。

　
四
月
初
七
。
日
曜
日
。
風
冷
。
微
邪
。

　
四
月
初
八
。
晴
。
昭
和
十
七
八
年
空
襲
猶
甚
し
か
ら
ざ
り
し
頃
、
芝
口
の

茶
漬
飯
屋
金
兵
衞
に
て
心
や
す
く
な
り
し
深
澤
さ
ん
と
い
ふ
人
（
茅
場
町
洋

食
店
大
米
樓
の
若
主
人
）
突
然
尋
ね
來
り
、
そ
の
頃
余
が
修
繕
を
依
頼
せ
し

服
部
製
の
懷
中
時
計
を
と
ゞ
け
く
れ
た
り
。
そ
の
後
東
京
は
焦
土
と
な
り
今

日
ま
で
余
が
避
難
先
を
知
ら
ざ
り
し
爲
お
預
り
の
時
計
も
そ
の
ま
ゝ
に
な
し
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置
き
し
が
、
過
日
偶
然
こ
の
地
に
お
い
で
の
由
聞
知
り
し
と
言
ふ
。
四
五
年

ぶ
り
に
て
懷
中
時
計
を
眺
め
時
間
を
知
る
も
何
や
ら
物
珍
ら
し
き
心
地
す
。

暮
方
出
版
商
二
人
來
話
。
應
接
厭
ふ
べ
し
。

　
四
月
九
日
。

　
四
月
十
日
。
陰
。
晡
下
凌
霜
子
來
話
。
築
地
宮
川
の
雞
肉
を
贈
ら
る
。

　
四
月
十
一
日
。
陰
。
午
前
小
川
氏
を
訪
ふ
。
在
ら
ず
。
燈
刻
中
村
光
夫
氏

來
り
拙
稿
ひ
と
り
ご
と
六
月
の
雜
誌
展
望
に
掲
載
し
た
し
と
言
ふ
。
晩
飯
す

ま
せ
し
頃
文
學
狂
と
お
ぼ
し
き
洋
裝
の
一
婦
人
來
り
面
會
を
求
む
。
取
次
の

家
人
不
在
な
り
と
答
へ
し
に
、
其
家
遠
け
れ
ば
一
晩
泊
め
て
も
ら
ひ
た
し
と

て
な
か
〳
〵
去
ら
ず
。
取
次
の
人
困こま
り
果
て
し
が
幸
に
し
て
事
な
き
を
得
た

り
。
余
は
物
陰
に
か
く
れ
て
其
樣
子
を
見
ざ
り
し
か
ど
、
年
は
三
十
前
後
、
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容
貌
十
人
並
、
住
所
姓
名
は
口
に
せ
ざ
り
し
と
云
。
蓐
中
ひ
と
り
ご
と
草
稿

閲
讀
。
改
題
し
て
問
は
ず
が
た
り
と
な
す
。

　
四
月
十
二
日
。
晴
。
櫻
花
既
に
散
り
初
む
。

　
四
月
十
三
日
。
晴
。
知
る
人
の
世
話
に
て
八
幡
町
の
洗
湯
に
入
る
。
裏
口

よ
り
そ
つ
と
入
る
な
り
。
闇
値
貳
圓
と
云
。
食
鹽
兩
三
日
來
品
切
。
醤
油
ソ

ー
ス
の
類
い
づ
れ
も
鹽
氣
な
し
。
已
む
こ
と
を
得
ず
澤
庵
漬
梅
干
等
を
買
ひ

て
惣
菜
の
代
と
す
。
食
鹽
一
升
の
闇
値
は
白
米
二
升
引
替
な
り
と
云
。
戰
爭

以
來
意
想
外
の
事
多
け
れ
ど
鹽
一
升
百
圓
以
上
に
上
り
し
は
唯
驚
く
の
外
な

し
。

　
四
月
十
四
日
。
日
曜
日
。
晴
。
風
冷
。
薄
暮
種
田
生
來
話
。

　
四
月
十
五
日
。
晴
。
風
冷
。
昨
日
の
如
し
。
此
頃
米
兵
暴
行
掠
奪
の
噂
頻
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々
た
り
。
黄
昏
銀
座
通
に
て
毆
打
せ
ら
れ
し
上
紙
入
を
奪
は
れ
し
も
の
あ
り

と
云
。
日
本
人
の
追
剥
亦
少
か
ら
ず
。
夜
間
外
出
は
何
處
い
づ
こ
に
限
ら
ず
愼
し
む

べ
し
と
な
り
。
小
堀
杏
奴
、
伊
藤
秀
子
來
書
。

　
四
月
十
六
日
。
晴
。
近
巷
の
園
林
に
桃
李
、
木
瓜
、
雪
柳
、
小
米
櫻
、
其

他
百
花
次
第
に
爛
漫
た
ら
む
と
す
。
麥
早
く
も
舒
び
て
穗
あ
り
。
正
午
扶
桑

書
房
清
水
氏
來
り
青
森
の
林
檎
、
新
宿
中
村
屋
ド
ー
ナ
ツ
其
他
を
贈
ら
る
。

小
川
氏
來
話
。
共
に
八
幡
町
の
闇
湯
に
浴
す
。

　
四
月
十
七
日
。
雨
。
夜
初
て
蛙
聲
を
き
く
。
去
年
岡
山
の
西
郊
に
て
聞
馴

れ
し
も
の
と
は
其
音
調
少
し
く
異
る
と
こ
ろ
あ
り
。
人
に
各
郷
音
あ
る
は
言

ふ
を
俟
た
ず
。
蛙
聲
亦
之
に
類
す
る
は
今
夜
初
て
知
る
所
。
甚
興
味
あ
り
。

　
四
月
十
八
日
。
晴
。
南
風
烈
し
。
午
後
八
幡
町
の
湯
屋
に
行
き
し
が
休
の
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札
出
し
た
れ
ば
歸
途
垣
根
道
の
曲
り
行
く
に
從
ひ
歩
み
を
運
ぶ
に
、
老
榎
古

松
欝
然
と
し
て
林
を
な
す
處
、
一
宇
の
廢
祠
あ
り
。
草
間
の
石
柱
を
見
て
初

て
白
幡
天
神
社
な
る
を
知
る
。

　
四
月
十
九
日
。
晴
。
午
前
小
川
氏
來
話
。
炭
二
俵
を
買
ふ
。
（
一
俵
八
十

圓
）
正
午
扶
桑
書
房
主
人
來
話
。
晡
下
時
事
新
報
記
者
來
話
。

　
四
月
二
十
日
。
晴
。
凌
霜
子
來
書
。
簡
末
に
句
あ
り
。

　
　
　
出
汐
ま
つ
舟
の
灯
や
春
の
雨
　
　
凌
霜

　
　
　
佗
住
や
足
袋
干
す
ほ
ど
の
春
日
影
　
　
凌
霜

　
四
月
廿
一
日
。
日
曜
日
。
晴
。
風
冷
。
昨
日
の
如
し
。
築
地
の
空
庵
子
麹

町
平
安
堂
製
細
筆
を
贈
ら
る
。
蓋
し
災
前
製
作
の
良
品
な
り
。
午
後
凌
霜
子

來
話
。
筍
を
惠
ま
る
。
大
森
驛
前
の
露
店
禁
止
せ
ら
る
と
云
。
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四
月
廿
二
日
。
快
晴
。
近
巷
漫
歩
。
某
女
史
に
贈
る
返
書
の
末
に
、

　
　
　
隱
れ
住
む
菅
野
の
里
は
松
多
し
來
て
君
も
き
け
風
の
し
ら
べ
を

　
　
　
朝
夕
に
松
風
ば
か
り
吹
く
里
は
人
の
た
よ
り
も
絶
え
て
久
し
き

　
　
　
夜
ふ
け
て
も
調
は
や
ま
ぬ
松
の
聲
都
の
た
よ
り
時
に
き
か
せ
よ

　
　
　
み
だ
れ
行
く
世
の
ゆ
く
す
ゑ
は
松
風
の
騷
ぐ
音
に
も
お
も
ひ
知
ら
れ

　
　
　
て

　
　
　
松
風
の
さ
わ
ぎ
も
止
ま
ぬ
或
宵
は
浪
路
さ
す
ら
ふ
夢
も
見
る
か
な

　
四
月
廿
三
日
。
快
晴
。
靜
岡
よ
り
柳
橋
新
誌
審
美
綱
領
を
惠
贈
せ
ら
れ
し

未
知
の
人
あ
り
。
正
午
新
生
社
青
山
氏
來
り
余
が
先
考
の
詩
集
西
遊
記
を
得

た
り
と
て
此
を
贈
ら
る
。
燈
刻
中
村
光
夫
氏
來
話
。
小
説
問
は
ず
が
た
り
草

稿
を
交
附
す
。

40荷風戰後日歴　第一



　
四
月
廿
四
日
。
晴
又
陰
。
南
風
烈
し
く
松
籟
颯
々
た
り
。
深
更
雨
。
再
び

某
女
史
に
送
る
返
書
の
末
に
雜
吟
を
書
す
。
次
の
如
し
。

　
　
　
蠶
豆
の
花
も
い
つ
し
か
實
と
な
り
ぬ
麥
秋
ち
か
き
夕
ぐ
れ
の
風

　
　
　
い
く
ま
が
り
松
の
木
か
げ
の
垣
根
道
も
ど
る
わ
が
家
を
人
に
問
ひ
け

　
　
　
り

　
　
　
小
雨
ふ
る
芽
出
し
も
み
ぢ
の
庭
を
み
て
わ
れ
に
も
あ
ら
ず
歌
よ
み
に

　
　
　
け
り

　
　
　
雨
ふ
れ
ば
小
米
ざ
く
ら
や
雪
柳
い
ち
ご
の
白
き
花
さ
へ
も
よ
し

　
　
　
う
ぐ
ひ
す
も
心
し
て
鳴
け
あ
か
つ
き
は
短
き
ゆ
め
の
名
殘
を
し
め
ば

　
　
　
松
多
き
い
け
垣
つ
ゞ
き
花
か
を
る
菅
野
は
實
に
も
う
つ
く
し
き
里

　
　
　
傘
さ
ゝ
で
人
や
た
づ
ね
む
雨
の
日
も
松
か
げ
深
き
小
道
あ
ゆ
め
ば
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四
月
廿
五
日
。
雨
歇
ま
ず
。
青
山
氏
使
の
人
に
西
洋
菓
子
を
持
た
せ
遣
さ

る
。
燈
刻
前
凌
霜
子
來
り
話
す
。
新
生
六
月
號
の
草
稿
を
つ
く
る
。
題
し
て

假
寐
の
夢
と
な
す
。

　
四
月
廿
六
日
。
雨
。
風
甚
冷
。
村
田
武
雄
氏
來
書
。

　
四
月
廿
七
日
。
晴
。
中
央
公
論
社
小
瀧
氏
來
書
。
晡
下
小
川
氏
を
訪
ふ
。

在
ら
ず
。
家
人
餅
を
燒
き
て
饗
せ
ら
る
。

　
四
月
廿
八
日
。
日
曜
日
。
配
給
の
煙
草
ま
す
〳
〵
粗
惡
と
な
り
今
は
殆
ど

喫
す
る
に
堪
へ
ず
。
醤
油
に
は
鹽
氣
乏
し
く
味
噌
は
惡
臭
を
帶
ぶ
。
亡
國
の

兆
悲
し
む
べ
し
。
燈
刻
近
藤
博
士
來
り
て
句
を
請
ふ
。

　
　
　
行
春
や
小
米
ざ
く
ら
に
雨
す
こ
し
　
　
荷
風

　
　
　
牡
丹
散
つ
て
ま
た
雨
を
き
く
庵
か
な
　
　
同
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四
月
廿
九
日
。
晴
。
風
あ
り
。
午
前
江
戸
川
堤
を
歩
む
。
堤
防
の
斜
面
に

も
麥
植
ゑ
ら
れ
菜
の
花
猶
咲
殘
り
た
り
。
國
府
臺
新
緑
の
眺
望
甚
よ
し
。
路

傍
の
蕎
麥
屋
に
代
用
食
ふ
か
し
芋
あ
り
ま
す
と
の
貼
紙
あ
り
。
入
り
て
憩
ふ
。

一
皿
五
圓
な
り
。
三
十
前
後
の
お
か
み
さ
ん
澁
茶
を
汲
み
な
が
ら
、
其
夫
去

年
沖
繩
に
送
ら
れ
し
ま
ゝ
今
だ
に
生
死
知
れ
ず
。
子
供
三
人
あ
れ
ば
女
の
手

一
ツ
に
て
は
暮
し
も
立
ち
が
た
し
と
語
れ
り
。
歸
途
手
古
奈
堂
に
近
き
町
の

古
本
屋
に
て
武
江
年
表
活
字
本
を
買
ふ
。
（
三
十
五
圓
。
）
家
に
至
る
に
凌

霜
子
來
り
て
待
て
り
。
大
森
邊
の
古
本
屋
に
て
井
上
唖
々
の
猿
論
語
を
得
た

り
と
て
示
さ
る
。
又
築
地
宮
川
の
雞
肉
を
惠
ま
る
。

　
四
月
三
十
日
。
晴
。
雜
誌
我
觀
の
記
者
某
脅
迫
状
に
類
す
る
書
簡
を
送
來

り
て
囘
答
を
求
む
。
文
壇
も
世
間
一
般
の
例
に
漏
れ
ず
追
々
物
騷
と
な
れ
る
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が
如
し
。

　
五
月
初
一
舊
四
月
一
日
午
下
雨
。
扶
桑
書
房
主
人
來
話
。
夜
半
風
雨
。
電

燈
消
ゆ
。

　
五
月
初
二
。
雨
歇
ま
ず
。

　
五
月
初
三
。
陰
。

　
五
月
初
四
。
陰
。
午
後
阿
部
雪
子
來
話
。
白
米
惠
贈
。
林
龍
作
氏
去
年
蘆

屋
に
て
兵
火
に
襲
は
れ
秘
藏
の
樂
器
及
び
奇
玩
を
燒
き
し
と
云
。

　
五
月
初
五
。
日
曜
日
。
夜
半
雨
。
小
説
起
稿
。

　
五
月
初
六
。
陰
。
森
銑
三
君
來
書
。
夜
ま
た
雨
。

　
五
月
初
七
。
晴
。
午
後
八
幡
町
混
堂
の
歸
途
白
幡
天
神
の
境
内
を
歩
む
。

新
緑
よ
し
。
近
く
に
牛
乳
パ
ン
を
賣
る
農
家
あ
り
。
一
合
三
圓
。
品
質
東
京
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の
も
の
に
比
す
れ
ば
遙
に
よ
し
。

　
五
月
初
八
。
晴
。
午
前
小
川
氏
來
話
。
午
後
八
幡
の
國
道
を
歩
む
。
南
側

に
八
幡
不
知

や
は
た
し
ら
ず
の
藪やぶ
あ
り
。
竹
林
の
中
に
一
片
の
石
碑
あ
れ
ど
石
垣
を
圍
ら
し

た
れ
ば
入
り
て
見
る
こ
と
能
は
ず
。
老
榎
欝
蒼
。
道
の
半
を
蔽
へ
り
。
北
側

に
八
幡
神
社
の
華
表
立
ち
た
り
。
境
内
廣
く
し
て
松
杉
欝
然
た
り
。
山
門
の

前
に
植
木
屋
さ
ま
／
″
＼
の
苗
木
を
賣
る
。
茶
見
世
一
軒
あ
り
。
襷
た
す
きが
け
姉
あ
ね

さ
ま
冠
り
の
女
房
何
や
ら
貝
の
む
き
み
を
燒
き
て
賣
り
ゐ
た
り
。
鳥
居
前
國

道
の
兩
側
に
も
パ
ン
心
太
な
ど
賣
る
店
多
し
。
一
皿
皆
十
圓
な
り
。
省
線
驛

前
に
も
露
店
立
並
び
た
り
。
夜
小
説
執
筆
。

　
五
月
初
九
。
陰
。
風
凉
し
。
午
後
再
び
葛
飾
八
幡
の
境
内
を
歩
む
。
祠
前

の
常
夜
燈
に
明
和
五
年
丙
子
の
年
號
を
見
る
。
繪
馬
堂
の
額
、
神
功
皇
后
武
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内
宿
禰
を
描
け
る
も
の
二
枚
、
唐
人
管
絃
遊
戯
の
圖
あ
り
。
い
づ
れ
も
嘉
永

安
政
頃
の
も
の
、
畫
工
も
さ
し
た
る
名
家
に
て
は
あ
ら
ざ
る
が
如
し
。
さ
れ

ど
近
年
か
く
の
如
き
も
の
を
見
る
こ
と
稀
な
れ
ば
淺
草
觀
音
堂
の
む
か
し
な

ど
思
出
で
ゝ
杖
を
停とど
む
る
こ
と
暫
く
な
り
。
歸
宅
後
一
睡
。
寤
め
て
後
小
説

執
筆
。

　
五
月
十
日
。
晴
。
借
家
の
庭
に
躑
躅
つ
ゝ
じ
牡
丹
薔
薇
藤
そ
の
他
の
花
樹
多
し
。

昨
日
の
散
歩
に
て
近
巷
に
植
木
市
の
立
つ
を
知
り
、
前
に
住
み
し
人
皆
そ
こ

よ
り
購
ひ
來
り
し
を
知
り
ぬ
。
窓
前
今
ま
さ
に
百
花
爛
漫
の
趣
を
な
す
。
殊

に
牡
丹
花
紅
白
數
株
あ
り
て
各
妍
を
競
ふ
。
流
寓
の
身
圖
ら
ず
花
を
見
て
喜

び
か
ぎ
り
な
し
。
駄
句
を
得
た
り
。

　
　
　
日
は
長
く
さ
か
り
の
花
も
牡
丹
か
な
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世
の
さ
ま
も
知
ら
ぬ
顏
な
る
牡
丹
か
な

　
　
　
戰
ひ
に
國
お
と
ろ
へ
て
牡
丹
か
な

　
五
月
十
一
日
。
細
雨
。
後
に
歇
む
。
午
前
扶
桑
書
房
主
人
來
話
。
晝
飯
後

散
策
。
露
店
に
て
雞
卵
を
買
ひ
八
幡
祠
前
の
休
茶
屋
に
て
牛
乳
を
飮
む
。
歸

途
緑
蔭
の
垣
根
道
を
歩
み
つ
ゝ
ユ
ー
ゴ
ー
の
詩
集
を
よ
む
。
砂
道
平
に
し
て

人
來
ら
ず
唯
鳥
語
の
欣
々
た
る
を
聞
く
の
み
。
此
の
樂
し
み
も
市
川
に
來
る

の
日
ま
で
豫
想
せ
ざ
り
し
所
な
り
。
家
に
か
へ
る
に
放
送
局
の
來
書
あ
り
。

煩
累
厭
ふ
べ
し
。

　
五
月
十
二
日
。
く
も
り
て
歩
む
に
よ
き
日
な
れ
ば
午
後
八
幡
の
村
道
を
歩

み
水
田
の
北
方
に
連
る
丘
陵
に
登
る
。
松
林
の
間
に
稻
荷
の
祠
と
思
は
る
ゝ

も
の
あ
り
。
祠
後
に
ま
た
一
小
祠
あ
り
。
小
さ
き
土
製
の
瓶
數
知
れ
ず
奉
納
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せ
ら
れ
た
る
を
見
る
。
何
の
祠
た
る
を
知
ら
ず
。
岡
を
下
り
て
田
間
の
小
徑

を
行
く
に
牧
場
あ
り
。
葡
萄
畠
、
梨
畠
あ
り
。
用
水
の
流
に
河
骨
の
花
咲
き
、

畦
道
に
は
金
ぽ
う
げ
、
又
蒲
公
英
に
似
た
る
黄
き
花
咲
き
つ
ら
な
り
、
鷺
草

ら
し
き
も
の
亦
花
を
つ
け
た
り
。
麥
は
既
に
熟
し
農
婦
頻
に
水
田
を
耕
す
は

稻
の
種
ま
く
仕
度
な
る
べ
し
。

　
五
月
十
三
日
。
雨
。
午
後
に
晴
る
。

　
五
月
十
四
日
。
晴
。
混
堂
に
行
く
。
農
婦
甘
藷
の
苗
を
背
負
ひ
て
賣
り
歩

む
を
見
る
。
夜
ま
た
雨
。

　
五
月
十
五
日
。
雨
。
湯
淺
氏
靜
岡
よ
り
露
伴
先
生
舊
著
讕
言
長
語
二
卷
を

贈
ら
る
。
毎
日
執
筆
倦
ま
ず
。
午
後
雨
小
止
を
や
み
し
た
れ
ば
門
外
松
下
の
小
徑
を

歩
み
行
く
に
、
梅
多
く
植
ゑ
た
る
庭
の
垣
際
に
菖
蒲
茂
り
て
花
多
く
咲
き
た
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り
。
空
く
も
り
て
木
蔭
く
ら
け
れ
ば
花
の
色
殊
に
美
し
く
見
え
た
り
。
菖
蒲
、

あ
や
め
、
か
き
つ
ば
た
の
種
別
は
余
之
を
審
に
せ
ず
。
そ
の
花
大
な
ら
ず
紫

の
色
濃
き
は
何
と
呼
ぶ
に
や
知
ら
ね
ど
、
こ
れ
余
の
最
も
好
む
も
の
な
り
。

曾
て
堀
切
の
園
に
あ
り
し
花
大
に
し
て
絞
し
ぼ
りの
色
さ
ま
／
″
＼
な
る
は
俗
に
し

て
品
下
れ
り
。
八
幡
の
村
道
を
行
く
に
女
學
校
門
外
の
溝
に
黄
色
の
花
さ
き

し
菖
蒲
多
く
あ
り
。
西
洋
種
な
る
べ
し
。

　
五
月
十
六
日
。
積
雨
初
て
霽
る
。
此
頃
の
物
價
左
の
如
し
。

　
　
　
　
　
一
雞
卵
　
　
　
一
個
　
　
大
四
圓
貳
拾
錢
　
小
四
圓
也

　
　
　
　
　
一
葡
萄
糖
糟
　
百
匁
　
　
四
拾
五
圓
也

　
　
　
　
　
一
梅
干
　
　
　
百
匁
　
　
拾
圓
也

　
　
　
　
　
一  

辣    

韮  

ら
つ
き
よ
う

　
　
　
百
匁
　
　
拾
圓
也
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一
蕪
　
　
　
　
大
た
ば
　
拾
圓
也

　
　
　
　
　
一
人
參
　
　
　
大
た
ば
　
拾
五
圓
也

　
　
　
　
　
一
牛
乳
　
　
　
一
合
　
　
貳
圓
五
拾
錢
也

　
　
　
　
　
一
牛
肉
　
　
　
百
匁
　
　
四
拾
圓
也

　
五
月
十
七
日
。
晴
。
草
稿
を
新
生
社
使
の
人
に
交
附
す
。
深
夜
雨
。

　
五
月
十
八
日
。
晴
。
時
〻
雨
。
清
潭
氏
書
あ
り
。

　
五
月
十
九
日
。
日
曜
日
。
晴
。
午
前
扶
桑
書
房
主
人
白
米
五
升
を
贈
ら
る
。

午
後
門
外
を
歩
む
に
耕
し
た
る
水
田
に
鳥
お
ど
し
の
色
紙
片
々
と
し
て
風
に

翻
る
を
見
る
。
稻
既
に
蒔
か
れ
し
な
る
べ
し
。
時
に
白
鷺
二
三
羽
貯
水
池
の

蘆
間
あ
し
ま
よ
り
空
高
く
飛
去
れ
り
。
余
の
水
田
に
白
鷺
の
歩
む
を
見
、
水
流
に
翡

翠
の
飛
ぶ
を
見
た
り
し
は
逗
子
の
別
墅
に
在
り
し
時
、
ま
た
曉
明
吉
原
田
圃
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を
歩
み
し
頃
の
事
に
し
て
、
共
に
五
十
年
に
近
き
む
か
し
な
り
。
今
年
馬
齒

七
十
に
垂
な
ん
なん
と
し
て
偶
然
白
鷺
の
舞
ふ
を
見
て
年
少
氣
鋭
の
徃
時
を
憶
ふ
。

市
川
寓
居
の
詩
趣
遂
に
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。

　
五
月
二
十
日
。
晴
。
夕
陽
明
媚
。

　
五
月
廿
一
日
。
陰
。

　
五
月
廿
二
日
。
晴
。
庭
の
薔
薇
花
ひ
ら
く
。

　
五
月
廿
三
日
。
晴
。
午
前
小
川
氏
來
話
。
午
後
雷
雨
。
燈
刻
川
端
康
成
氏

來
り
、
鎌
倉
文
庫
支
拂
印
税
金
一
萬
圓
を
贈
ら
る
。

　
五
月
廿
四
日
。
陰
。
午
前
新
生
社
酒
井
氏
來
話
。
午
後
下
谷
う
さ
ぎ
屋
來

話
。
共
に
八
幡
驛
前
の
露
店
を
見
る
。

　
五
月
廿
五
日
。
終
日
雨
。
去
年
此
夜
中
野
の
ア
パ
ー
ト
に
て
火
に
襲
は
れ
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し
な
り
。
東
京
よ
り
清
潭
子
來
書
。
そ
の
一
節
に
曰
く
「
大
歌
舞
伎
は
繁
昌

乍
ら
戰
爭
以
來
技
藝
の
低
下
甚
し
く
困
り
入
候
事
に
御
坐
候
。
芝
居
道
の
事

例
に
依
て
昨
日
の
話
と
今
日
の
話
に
て
は
全
然
計
畫
を
異
に
い
た
し
目
下
の

處
に
て
は
前
便
申
上
候
脚
本
の
件
は
も
は
や
忘
れ
た
る
が
如
く
何
と
も
申
參

ら
ず
候
を
、
當
方
も
却
て
仕
合
せ
に
存
居
候
。
」
云
々
。

　
五
月
廿
六
日
。
雨
。
一
昨
日
天
皇
陛
下
ラ
ヂ
オ
を
通
じ
て
米
穀
缺
乏
の
事

に
つ
き
人
民
に
告
げ
ら
る
ゝ
所
あ
り
し
と
云
。
巷
説
紛
々
た
り
。

　
五
月
廿
七
日
。
晴
。
白
雲
新
緑
相
對
照
し
て
田
園
の
眺
望
甚
佳
し
。
東
京

よ
り
某
氏
の
書
簡
中
、
「
過
日
宮
城
へ
押
掛
候
連
中
の
指
導
者
の
家
に
は
隱

匿
米
隨
分
澤
山
有
之
候
趣
、
池
袋
闇
市
の
商
人
同
士
に
て
話
し
居
候
を
立
聞

仕
候
て
、
如
何
に
も
あ
り
さ
う
な
事
と
世
の
中
面
白
く
存
申
候
。
西
鶴
で
も
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居
候
は
ゞ
と
存
候
事
に
御
座
候
。
」
と
あ
り
。
夜
初
更
驟
雨
雷
鳴
。

　
五
月
廿
八
日
。
陰
。
獨う
活ど
を
煮
て
晝
餉
を
食
す
。
余
老
來
好
ん
で
菜
蔬
を

食
す
。
蠶
豆
、
莢
豌
豆
、
獨
活
、
慈
姑
の
如
き
も
の
、
散
歩
の
際
こ
れ
を
路

傍
の
露
店
又
は
農
家
に
つ
い
て
購
ふ
こ
と
を
得
べ
し
。
東
京
の
人
に
比
す
れ

ば
幸
多
し
と
云
ふ
べ
し
。
飯
後
出
で
ゝ
鬼
越
の
田
間
を
歩
す
。
梨
畠
多
し
。

　
五
月
廿
九
日
。
晴
又
陰
。
熱
海
永
見
徳
太
郎
氏
來
書
。

　
五
月
三
十
日
。
晴
。
午
後
小
瀧
氏
來
話
。

　
五
月
卅
一
日
。
陰
。
早
朝
種
田
氏
來
話
。
玉
の
井
私
娼
窟
本
年
正
月
頃
三

十
軒
ば
か
り
な
り
し
が
、
今
は
百
軒
以
上
と
な
れ
り
。
客
は
和
洋
ま
じ
り
に

て
洋
客
百
三
四
十
圓
、
邦
人
百
圓
内
外
の
相
場
な
り
。
京
成
沿
線
立
石
に
も

あ
り
。
省
線
沿
線
に
は
龜
有
、
新
小
岩
、
小
岩
の
町
々
に
も
在
り
。
い
づ
れ
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も
去
年
三
月
龜
戸
玉
の
井
燒
亡
後
直
に
出
來
た
る
も
の
な
り
と
。

　
六
月
初
一
舊
五
月
二
日
晴
。
風
凉
し
。

　
六
月
初
二
。
日
曜
日
。
晴
。
午
前
扶
桑
書
房
主
人
來
話
。
午
後
森
銑
三
氏

來
話
。

　
六
月
初
三
。
陰
。

　
六
月
初
四
。
雨
。

　
六
月
初
五
。
雨
又
晴
。
既
に
梅
雨
の
如
し
。
深
夜
腹
痛
。

　
六
月
初
六
。
晴
。
時
に
驟
雨
。
正
午
扶
桑
書
房
主
人
來
り
白
米
を
惠
ま
る
。

腹
痛
歇
ま
ず
。
食
を
絶
つ
。
夜
に
入
り
氣
分
少
し
く
快
く
な
り
た
れ
ば
起
き

て
机
に
向
ふ
。
忽
夜
分
に
至
る
。
枕
に
就
か
む
と
す
る
時
五
叟
子
そ
の
兒
と

共
に
奧
の
座
敷
に
て
三
味
線
を
ひ
き
は
じ
む
。
眠
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
さ
り

54荷風戰後日歴　第一



と
て
再
び
筆
も
執
り
が
た
け
れ
ば
露
伴
先
生
の
讕
言
を
取
り
て
讀
む
。
曉
二

時
に
至
る
も
絃
歌
歇
ま
ず
。
讀
書
も
困
難
な
れ
ば
平
日
無
音
に
打
過
ぎ
し
諸

友
に
送
る
べ
き
手
紙
を
し
た
ゝ
め
、
絃
歌
の
歇
む
を
待
ち
て
初
て
眠
に
就
き

ぬ
。
貸
間
の
生
活
勉
學
に
適
せ
ず
、
さ
れ
ど
今
俄
に
移
る
べ
き
と
こ
ろ
も
な

し
。
悲
し
む
べ
き
な
り
。

　
六
月
初
七
。
晴
。
晡
下
近
藤
國
手
を
訪
ふ
。
在
ら
ず
。
夜
國
手
來
り
て
病

を
診
す
。
此
夜
屋
内
に
絃
歌
の
聲
な
く
安
眠
す
る
を
得
た
り
。

　
六
月
初
八
。
晴
。
俄
に
暑
し
。
燈
刻
近
藤
博
士
來
診
。

　
六
月
初
九
。
日
曜
日
。
晴
。

　
六
月
十
日
。
晴
。
南
風
烈
し
く
欝
蒸
甚
し
。
八
百
屋
の
店
頭
に
時
新
の
野

菜
を
見
る
。
胡
瓜
一
本
五
圓
。
枇
杷
一
粒
二
圓
ヅ
ヽ
な
り
。
配
給
米
五
日
間
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に
て
僅
に
三
合
と
な
る
。
夜
雨
。

　
六
月
十
一
日
。
晴
。
午
後
省
線
新
小
岩
町
の
私
娼
窟
を
歩
す
。
省
線
驛
前

に
露
店
並
び
た
る
處
よ
り
一
本
道
の
町
を
歩
み
行
く
こ
と
七
八
丁
。
人
家
漸

く
盡
き
む
と
す
る
町
端
に
在
り
。
災
前
平
井
町
に
在
り
し
藝
者
家
と
龜
戸
に

在
り
し
銘
酒
屋
の
移
轉
せ
し
も
の
と
云
。
女
は
思
ひ
し
ほ
ど
醜
か
ら
ず
。
揚

代
客
の
和
洋
を
問
は
ず
五
拾
圓
と
云
。
燈
刻
勝
部
眞
玄
氏
、
齋
藤
書
店
主
人
、

中
村
光
夫
氏
、
近
藤
博
士
等
來
話
。

　
六
月
十
二
日
。
晴
。

　
六
月
十
三
日
。
晴
。
正
午
新
生
社
主
人
來
話
。

　
六
月
十
四
日
。
晴
。
屋
後
の
水
田
を
望
む
に
農
婦
三
〻
五
〻
揷
秧
に
い
そ

が
は
し
。
白
雲
丘
陵
の
頂
に
搖
曳
し
、
松
籟
颯
々
、
凉
氣
水
の
如
し
。
小
堀
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杏
奴
氏
來
書
。

　
六
月
十
五
日
。
晴
。
正
午
新
生
社
寫
眞
師
來
る
。

　
六
月
十
六
日
。
日
曜
日
。
晴
。
夜
雨
。
菅
茶
山
の
集
を
讀
む
。

　
六
月
十
七
日
。
晴
又
陰
。
午
後
京
成
電
車
に
て
中
山
に
至
り
法
華
經
寺
の

境
内
を
歩
む
。

　
六
月
十
八
日
。
晴
。
溽
蒸
忍
ぶ
べ
か
ら
ず
。
今
日
よ
り
廿
三
日
ま
で
日
中

も
水
道
斷
水
の
由
。

　
六
月
十
九
日
。
晴
又
雨
。
凌
霜
子
來
話
。

　
六
月
二
十
日
。
晴
。
午
後
中
央
公
論
社
小
瀧
氏
來
話
。
夜
近
藤
博
士
來
話
。

　
六
月
廿
一
日
。
晴
。
炎
暑
土
用
中
の
如
し
。
門
外
の
松
林
に
入
り
て
讀
書
。

　
六
月
廿
二
日
。
晴
。
立
葵
の
花
滿
開
。
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六
月
廿
三
日
。
日
曜
日
。
炎
暑
昨
日
の
如
し
。
揷
秧
の
時
節
人
々
雨
な
き

を
憂
ふ
。
扶
桑
書
房
主
人
來
書
に
東
京
市
中
米
の
配
給
な
く
な
り
て
よ
り
文

學
書
類
の
賣
行
俄
に
惡
し
く
な
り
し
と
云
。

　
六
月
廿
四
日
。
晴
。

　
六
月
廿
五
日
。
陰
。
風
俄
に
凉
し
。

　
六
月
廿
六
日
。
半
陰
半
晴
。
露
店
に
莢
豌
豆
、
南
瓜
、
枇
杷
、
胡
瓜
の
如

き
時
新
を
賣
る
。
い
づ
れ
も
十
圓
を
單
位
と
す
。

　
六
月
廿
七
日
。
晴
。
午
後
京
成
電
車
に
て
船
橋
に
至
る
。
樹
間
に
近
く
海

を
見
る
。
熱
海
を
去
り
て
よ
り
早
く
も
半
年
再
び
海
を
見
る
。
愉
快
言
ふ
可

か
ら
ず
。

　
六
月
廿
八
日
。
晴
。
午
後
岩
崎
雅
通
氏
來
り
佛
蘭
西
書
籍
十
餘
册
を
貸
さ
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る
。
小
説
浮
沈
校
正
刷
校
了
。
去
年
此
日
岡
山
に
て
火
に
遭
ふ
。

　
六
月
廿
九
日
。
晴
。
風
秋
の
如
し
。

　
六
月
三
十
日
。
日
曜
日
。
晴
。

　
七
月
初
一
舊
六
月
三
日
雨
。
後
に
晴
。
晡
下
阿
部
雪
子
來
話
。

　
七
月
初
二
。
晴
。
午
前
扶
桑
書
房
主
人
來
話
。

　
七
月
初
三
。
時
〻
雨
。
眞
間
の
雜
誌
店
に
て
東
京
市
街
戰
災
燒
亡
早
見
地

圖
を
買
ふ
。
四
圓
五
十
錢
。
こ
れ
を
見
る
に
わ
が
生
れ
し
小
石
川
金
富
町
の

家
も
、
又
先
考
の
世
を
去
り
し
牛
込
餘
丁
町
の
家
も
皆
灰
と
な
り
し
が
如
し
。

夜
近
藤
博
士
來
話
。

　
七
月
初
四
。
晴
。
夜
雨
。
下
痢
。

　
七
月
初
五
。
陰
。
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七
月
初
六
。
晴
。
下
痢
腹
痛
。

　
七
月
初
七
。
日
曜
日
。
小
川
氏
よ
り
赤
飯
を
貰
ふ
。

　
七
月
初
八
。
雨
。

　
七
月
初
九
。
陰
。
清
潭
子
よ
り
濹
東
綺
譚
を
脚
本
に
仕
組
み
た
き
趣
の
手

紙
來
る
。

　
七
月
十
日
。
晴
。
晩
風
歇
み
て
蒸
暑
し
。

　
七
月
十
一
日
。
晴
。
梅
雨
あ
け
し
が
如
し
。

　
七
月
十
二
日
。
午
後
雷
鳴
驟
雨
。

　
七
月
十
三
日
。
晴
。
夜
松
竹
社
〻
員
齋
藤
徹
雄
氏
其
他
一
人
來
り
拙
作
上

場
の
こ
と
を
請
は
れ
し
が
、
事
情
明
か
な
ら
ざ
れ
ば
辭
退
す
。

　
七
月
十
四
日
。
日
曜
日
。
午
前
近
藤
小
川
二
氏
來
話
。
午
後
小
川
氏
の
家
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に
て
田
毎
美
津
江
に
逢
ひ
、
も
と
オ
ペ
ラ
館
に
在
り
し
踊
子
等
の
近
況
を
知

る
。
米
兵
の
妾
に
な
れ
る
も
の
も
少
か
ら
ず
。
新
小
岩
驛
前
の
ア
パ
ー
ト
に

住
め
る
□
□
子
は
黒
人
の
子
を
生
落
し
た
り
と
云
。
色
町
は
新
小
岩
の
み
な

ら
ず
小
岩
の
町
端
に
も
在
り
。
こ
ゝ
は
白
人
の
み
に
て
黒
人
は
來
ら
ざ
る
由
。

午
後
凌
霜
子
來
話
。
こ
の
日
朝
の
中
よ
り
炎
暑
甚
し
。
夜
月
よ
し
。
門
外
を

歩
す
。

　
七
月
十
五
日
。
晴
。
燈
刻
中
村
光
夫
氏
來
話
。

　
七
月
十
六
日
。
晴
。
酷
暑
退
か
ず
。
華
氏
九
十
五
度
。

　
七
月
十
七
日
。
晴
。
夜
小
川
氏
來
話
。
熱
海
永
見
氏
來
書
。

　
七
月
十
八
日
。
陰
。
苦
熱
机
に
向
ひ
が
た
し
。

　
七
月
十
九
日
。
晴
。
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七
月
二
十
日
。
晴
。
午
後
白
幡
天
神
の
林
下
に
讀
書
す
。

　
七
月
廿
一
日
。
日
曜
日
。
陰
。

　
七
月
廿
二
日
。
晴
。
午
後
種
田
氏
來
話
。

　
七
月
廿
三
日
。
扶
桑
書
房
主
人
白
米
を
惠
ま
る
。
午
後
驟
雨
。

　
七
月
廿
四
日
。
晴
。
門
外
の
松
林
に
ラ
ヂ
オ
を
避
く
。

　
七
月
廿
五
日
。
隣
室
の
ラ
ヂ
オ
と
炎
暑
と
の
爲
に
讀
書
執
筆
共
に
爲
す
こ

と
能
は
ず
。
毎
日
午
後
家
を
出
で
葛
飾
八
幡
ま
た
白
幡
天
神
境
内
の
緑
蔭
に

至
り
日
の
稍
傾
く
こ
ろ
歸
る
。
ラ
ヂ
オ
の
歇
む
は
夜
も
十
時
過
な
り
。
こ
の

間
の
苦
惱
實
に
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
今
日
は
空
く
も
り
て
風
す
ゞ
し
く
燈
火
漸

く
親
し
む
べ
き
思
を
な
す
と
雖
机
に
向
ふ
を
得
ず
。
早
く
寢
に
就
き
て
曉
明

の
來
る
を
待
つ
の
み
。
此
日
よ
り
郵
便
三
十
錢
。
葉
書
十
五
錢
に
値
上
げ
。
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七
月
廿
六
日
。
陰
。
午
前
籾
山
梓
月
氏
來
話
。
昨
來
風
俄
に
凉
し
。
百
日

紅
、
夾
竹
桃
、
凌
霄
花
、
合
歡
花
皆
滿
開
。
百
合
、
向
日
葵
、
百
日
草
、
晝

顏
、
亦
花
の
さ
か
り
な
り
。
路
傍
の
草
中
撫
子
の
花
を
見
る
。
農
家
の
垣
に

木
槿
花
ひ
ら
き
唐
も
ろ
こ
し
既
に
熟
す
。
札
幌
よ
り
其
地
の
物
價
を
手
紙
に

て
書
越
せ
し
人
あ
り
。
左
の
如
し
。

　
　
　
　
　
白
米
一
升
　
　
　
金
參
拾
五
圓
也

　
　
　
　
　
大
豆
一
升
　
　
　
金
拾
五
圓
也

　
　
　
　
　
小
麥
一
貫
目
　
　
金
八
拾
五
圓
也

　
　
　
　
　
蕎
麥
粉
一
貫
目
　
金
六
拾
圓
也

　
　
　
　
　
牛
肉
百
匁
　
　
　
金
拾
五
圓
也

　
　
　
　
　
馬
鈴
薯
一
俵
　
　
金
百
圓
也
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蜂
蜜
一
升
　
　
　
金
貳
百
圓
也

　
七
月
廿
七
日
。
晴
。
凉
風
秋
の
如
し
。

　
七
月
廿
八
日
。
日
曜
日
。
晴
。
朝
日
の
光
秋
の
如
く
隣
家
に
人
の
嚏
く
さ
めす
る

聲
も
聞
ゆ
。
午
後
中
河
與
一
氏
來
話
。

　
七
月
廿
九
日
。
午
後
風
雨
。

　
七
月
三
十
日
。
天
候
昨
日
の
如
し
。
燈
刻
中
村
光
夫
氏
來
話
。

　
七
月
卅
一
日
。
晴
。
午
後
白
幡
天
神
の
樹
下
に
書
を
讀
む
。
こ
の
地
一
帶

に
蝉
の
聲
少
き
は
地
質
砂
多
き
が
爲
な
る
べ
し
。

　
八
月
初
一
舊
七
月
四
日
時
々
驟
雨
あ
り
。
日
の
暮
稍
早
く
な
り
ぬ
。
午
後

外
出
中
小
瀧
氏
來
訪
。
單
行
本
日
か
げ
の
花
校
正
刷
を
置
き
て
去
る
。
夜
隣

室
の
ラ
ヂ
オ
堪
難
け
れ
ば
暗
夜
の
道
を
歩
み
て
小
川
氏
を
訪
ふ
。
十
一
時
近
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く
家
に
か
へ
る
。

　
八
月
初
二
。
時
〻
驟
雨
。
午
前
小
瀧
氏
來
話
。
昨
日
よ
り
驛
前
闇
市
取
拂

と
な
り
八
百
屋
に
も
野
菜
少
し
。
白
幡
祠
畔
の
氷
屋
心
や
す
け
れ
ば
其
畠
に

つ
く
り
し
茄
子
胡
瓜
を
買
つ
て
か
へ
る
。
銀
行
封
鎖
預
金
い
よ
〳
〵
沒
收
の

風
聞
あ
り
。
隣
室
の
ラ
ヂ
オ
今
夜
も
ま
た
騷
然
た
り
。

　
八
月
初
三
。
晴
又
陰
。
隣
室
の
ラ
ヂ
オ
午
前
中
既
に
騷
然
た
り
。
頭
痛
堪

難
け
れ
ば
出
で
ゝ
小
川
氏
を
訪
ふ
。
夕
飯
後
机
に
向
ふ
に
ラ
ヂ
オ
再
び
起
る
。

鉛
筆
手
帳
を
携
へ
諏
訪
神
社
の
林
下
に
至
り
石
に
腰
か
け
て
原
稿
數
行
を
草

す
る
中
、
夜
色
忽
ち
迫
り
來
り
蚊
も
亦
集
り
來
る
。
國
道
を
歩
み
歸
宅
後
耳

に
綿
を
つ
め
夜
具
敷
延
べ
て
伏
す
。
こ
の
有
樣
に
て
は
五
月
以
來
執
筆
せ
し

小
説
も
遂
に
脱
稿
の
時
な
か
る
べ
し
。
悲
し
む
べ
き
な
り
。
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八
月
初
四
。
日
曜
日
。
晴
雨
定
り
な
し
。
午
前
扶
桑
書
房
主
人
來
り
白
米

五
升
を
惠
ま
る
。
夜
近
藤
博
士
來
話
。

　
八
月
初
五
。
陰
。
正
午
新
生
社
〻
員
來
話
。

　
八
月
初
六
。
陰
。
早
朝
よ
り
家
内
の
ラ
ヂ
オ
轟
然
た
り
。
午
後
出
で
ゝ
小

岩
小
松
川
邊
を
歩
む
。
驟
雨
に
逢
ふ
。

　
八
月
初
七
。
晴
。
夜
小
川
氏
を
訪
ふ
。

　
八
月
初
八
。
立
秋
。
く
も
り
て
蒸
暑
し
。

　
八
月
初
九
。
晴
。

　
八
月
十
日
。
晴
。
不
在
中
正
岡
容
氏
夫
妻
來
訪
。

　
八
月
十
一
日
。
日
曜
日
。
晴
。
午
後
正
岡
容
氏
を
眞
間
の
家
に
訪
ふ
。
夜

菅
原
明
朗
氏
來
話
。
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八
月
十
二
日
。
月
明
晝
の
如
し
。
舊
七
月
の
望
な
る
べ
し
。
門
外
の
松
林

を
歩
む
。
草
中
既
に
蟲
聲
を
き
く
。  

蟋    

蟀  

き
り
／
″
＼
す
か 

促  

織 

こ
ほ
ろ
ぎ

か
定
か
な
ら
ず
。

多
年
東
京
に
て
聞
馴
れ
し
こ﹅
ほ﹅
ろ﹅
ぎ﹅
と
は
其
の
鳴
き
方
少
し
く
異
る
と
こ
ろ

あ
り
。

　
八
月
十
三
日
。
晴
。
夜
机
に
向
は
む
と
す
る
に
隣
室
の
ラ
ヂ
オ
喧
騷
を
極

む
。
苦
痛
に
堪
へ
ず
。
門
外
に
出
る
に
明
月
松
林
の
間
に
昇
る
を
見
る
。
ラ

ヂ
オ
の
歇
み
た
る
は
十
時
過
な
り
。
其
時
ま
で
林
下
の
小
徑
を
徘
徊
す
る
に

露
氣
肌
に
沁
み
て
堪
難
く
、
蟲
の
聲
は
昨
夜
よ
り
も
更
に
多
し
。
家
に
か
へ

る
に
疲
勞
し
て
何
事
を
も
爲
す
能
は
ず
。
悄
然
燈
を
滅
し
て
寢
に
就
く
。

　
八
月
十
四
日
。
晴
。
市
川
八
幡
と
も
に
一
ト
月
お
く
れ
の
盆
。

　
八
月
十
五
日
。
晴
。
正
午
小
瀧
氏
日
か
げ
の
花
校
正
刷
持
參
。
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八
月
十
六
日
。
晴
。
殘
暑
甚
し
。
夜
初
更
屋
内
の
ラ
ヂ
オ
に
追
出
さ
れ
し

が
行
く
べ
き
處
も
な
け
れ
ば
市
川
驛
省
線
の
待
合
室
に
入
り
腰
掛
に
時
間
を

空
費
す
。
怪
し
氣
な
る
洋
裝
の
女
の
米
兵
を
待
合
す
あ
り
。
町
の
男
女
の
連

立
ち
來
り
て
凉
む
も
あ
り
。
良
人
の
東
京
よ
り
歸
來
る
を
待
つ
ら
し
く
見
ゆ

る
も
あ
り
。
案
外
早
く
時
間
を
消
し
得
た
り
。
驛
の
時
計
十
時
を
告
げ
あ
た

り
の
露
店
も
漸
く
灯
を
消
さ
ん
と
す
。
二
十
日
頃
の
月
歸
途
を
照
す
。
蟲
の

聲
亦
更
に
多
し
。

　
八
月
十
七
日
。
晴
。
午
後
白
幡
祠
畔
の
樹
下
に
讀
書
す
。
日
も
稍
傾
く
頃

か
へ
る
。
夜
は
ま
た
ラ
ヂ
オ
を
避
け
む
と
て
市
川
驛
待
合
室
に
至
る
。
此
日

高
島
屋
未
亡
人
來
書
。
中
野
高
圓
寺
に
家
を
買
ひ
て
移
る
と
云
。

　
八
月
十
八
日
。
日
曜
日
。
晴
。
腹
痛
。
午
前
扶
桑
書
房
主
人
來
話
。
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八
月
十
九
日
。
晴
。
朝
夕
の
風
俄
に
肌
さ
む
く
な
り
ぬ
。
八
時
を
過
ぎ
て

も
メ
リ
ヤ
ス
シ
ヤ
ツ
な
く
て
は
居
ら
れ
ぬ
程
な
り
。
晡
下
阿
部
雪
子
來
話
。

昨
來
蟋
蟀
の
聲
い
よ
い
よ
多
し
。

　
八
月
二
十
日
。
晴
。
殘
暑
再
來
。
新
紙
幣
封
鎖
の
噂
頻
な
り
。

　
八
月
廿
一
日
。
晴
。
午
後
凌
霜
子
來
話
。

　
八
月
廿
二
日
。
晴
。
午
後
驟
雨
。
夜
田
毎
美
津
江
來
り
舊
オ
ペ
ラ
館
踊
子
、

其
他
公
園
藝
人
の
近
況
を
語
る
。
珍
談
頗
多
し
。

　
八
月
廿
三
日
。
晴
。

　
八
月
廿
四
日
。
雨
。
午
後
中
村
光
夫
氏
來
話
。

　
八
月
廿
五
日
。
日
曜
日
。
陰
晴
定
り
な
し
。
正
午
村
田
正
雄
氏
來
話
。
音

樂
雜
誌
創
刊
の
よ
し
。
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八
月
廿
六
日
。
陰
。
夜
に
入
り
雨
。
凉
氣
襲
ふ
が
如
し
。

　
八
月
廿
七
日
。
晴
。

　
八
月
廿
八
日
。
晴
。
殘
暑
甚
し
。
日
暮
凌
霜
子
來
話
。
船
橋
市
海
神
町
な

る
其
別
宅
に
案
内
せ
ら
れ
晩
餐
を
饗
せ
ら
る
。
晝
の
中
は
家
人
悉
く
外
出
し

留
守
宅
も
同
樣
な
れ
ば
隨
時
に
執
筆
讀
書
に
御
使
用
な
さ
れ
た
し
と
な
り
。

夜
十
一
時
最
終
の
京
成
電
車
に
て
か
へ
る
。
蟲
の
聲
雨
の
如
し
。

　
八
月
廿
九
日
。
晴
。
小
瀧
氏
來
話
。

　
八
月
三
十
日
。
晴
。
日
中
殘
暑
猶
甚
し
。

　
八
月
卅
一
日
。
晴
。
扶
桑
書
房
清
水
氏
來
話
。

　
九
月
初
一
。
日
曜
日
。
扶
桑
書
房
來
話
。
罹
災
日
録
草
稿
交
附
。
小
瀧
氏

來
り
日
本
酒
及
料
理
を
惠
ま
る
。
夜
小
川
丈
夫
氏
來
話
。
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九
月
初
二
。
晴
。
午
前
正
岡
容
氏
來
話
。
外
出
中
凌
霜
子
來
り
オ
ラ
ン
ヂ

砂
糖
漬
を
惠
ま
る
。

　
九
月
初
三
。
晴
。

　
九
月
初
四
。
晴
。
燈
刻
中
村
光
夫
氏
來
話
。
小
説
來
訪
者
製
本
見
本
を
示

さ
る
。

　
九
月
初
五
。
晴
。
秋
蝉
初
て
鳴
く
。

　
九
月
初
六
。
晴
。
澤
田
卓
爾
氏
來
話
。

　
九
月
初
七
。
晴
。
夜
九
時
隣
室
の
ラ
ヂ
オ
に
驚
か
さ
れ
耳
を
掩
う
て
門
外

に
出
づ
。
十
日
頃
の
月
松
林
の
間
に
懸
る
。
電
車
に
て
國
府
臺
に
至
り
河
上

の
月
を
賞
す
。

　
九
月
初
八
。
日
曜
日
。
陰
。
午
前
扶
桑
書
房
主
人
來
話
。
夜
ま
た
ラ
ヂ
オ
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を
避
け
ん
と
て
菅
野
驛
停
車
場
に
至
り
暗
き
燈
下
に
讀
書
し
時
刻
を
計
り
て

家
に
か
へ
る
。
明
月
皎
々
。

　
九
月
初
九
。
晴
。
久
し
く
雨
な
し
。
胡
瓜
枯
れ
大
根
の
種
蒔
不
良
の
由
。

夜
暑
し
。

　
九
月
十
日
。
晴
。
早
朝
鰯
賣
の
聲
を
き
く
。
明
治
時
代
の
東
京
を
思
起
さ

し
む
。
晡
下
阿
部
雪
子
來
話
。
こ
の
夜
中
秋
。
月
色
清
奇
。

　
九
月
十
一
日
。
晴
。
凌
霜
子
が
海
神
の
別
宅
に
招
飮
せ
ら
れ
共
に
十
六
夜

の
月
を
賞
す
。

　
九
月
十
二
日
。
晴
。
正
午
島
中
雄
作
氏
來
話
。
月
く
も
る
。

　
九
月
十
三
日
。
陰
。
國
府
臺
上
に
賣
家
あ
り
と
聞
き
朝
十
一
時
頃
尋
ね
行

き
し
に
、
一
歩
お
く
れ
に
て
既
に
買
手
き
ま
り
し
後
な
り
き
。
こ
の
あ
た
り
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土
地
爽
※
に
し
て
市
川
の
町
中
よ
り
來
れ
ば
空
氣
更
に
清
凉
な
る
を
覺
ゆ
。

粟
、
も
ろ
こ
し
、
岡
穗
の
稻
熟
せ
し
畠
つ
ゞ
き
た
る
彼
方
に
水
道
淨
水
場
あ

り
。
松
林
あ
り
。
囘
向
院
と
い
ふ
寺
あ
り
。
風
景
よ
し
。
家
に
か
へ
る
に
中

河
與
一
氏
來
り
て
待
て
り
。
夜
阿
部
春
街
氏
來
話
。

　
九
月
十
四
日
。
晴
。
後
に
微
雨
。

　
九
月
十
五
日
。
日
曜
日
。
晴
。
午
前
地
所
周
旋
屋
に
導
か
れ
眞
間
京
成
線

路
側
の
賣
家
を
見
る
。
十
五
坪
ほ
ど
の
小
家
六
萬
圓
と
云
。

　
九
月
十
六
日
。
晴
。
八
幡
町
八
幡
神
社
祭
禮
。
簑
笠
其
他
農
具
の
市
立
つ
。

見
世
物
も
あ
り
て
群
集
雜
沓
す
。

　
九
月
十
七
日
。
晴
。

　
九
月
十
八
日
。
雨
。
夜
雷
雨
。
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九
月
十
九
日
。
陰
。
午
後
凌
霜
子
來
話
。
東
京
某
生
の
來
書
に
、
芝
口
も

と
太
田
屋
牛
肉
店
前
の
道
路
に
朝
九
時
頃
洋
裝
の
若
き
女
黒
人
の
兒
を
分
娩

し
苦
し
み
ゐ
る
を
、
見
る
人
大
勢
い
づ
れ
も
ざ﹅
ま﹅
を
見
ろ
、
い
ゝ
氣
味
だ
と

云
は
ぬ
ば
か
り
の 

面  

持 
お
も
ゝ
ち

に
て
、
笑
ひ
罵
る
の
み
、
誰
一
人
醫
者
を
呼
び
に

行
つ
て
や
る
樣
子
も
な
か
り
し
。
戰
後
人
情
の
酷
薄
推
し
て
知
る
べ
し
。
云

〻
。

　
九
月
二
十
日
。
晴
。

　
九
月
廿
一
日
。
晴
。
午
後
八
幡
町
阿
部
氏
を
訪
ひ
近
傍
の
賣
家
を
見
る
。

思
は
し
き
も
の
な
し
。

　
九
月
廿
二
日
。
日
曜
日
。
晴
。
神
田
の
和
書
製
本
師
池
上
氏
小
包
に
て
枕

山
絶
句
鈔
。
春
濤
詩
鈔
。
服
部
愿
卿
詩
集
鐘
情
集
惠
贈
。
午
後
白
幡
祠
畔
の
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賣
家
を
見
る
。
夜
に
入
り
雨
。

　
九
月
廿
三
日
。
雨
。

　
九
月
廿
四
日
。
秋
分
。
晴
。
洋
服
を
注
文
す
。
洋
服
屋
白
髮
の
老
人
、
も

と
深
川
冬
木
町
に
住
し
昨
年
三
月
罹
災
、
現
在
小
岩
に
住
す
と
云
。
背
廣
千

五
百
圓
、
外
套
二
千
五
百
圓
と
云
。

　
九
月
廿
五
日
。
陰
。
正
午
小
瀧
氏
來
話
。

　
九
月
廿
六
日
。
晴
。
午
後
凌
霜
子
來
話
。
共
に
海
神
町
の
別
墅
に
至
る
。

海
神
町
は
東
葛
飾
郡
に
在
り
。
船
橋
市
の
西
端
な
り
。
む
か
し
は
ワ
ダ
ツ
ミ

と
言
ひ
し
が
如
し
。
凌
霜
子
所
藏
の
弘
化
年
間
印
行
の
地
圖
を
見
る
に
ワ
ダ

ツ
ミ
と
假
名
振
り
て
あ
り
。
京
成
電
車
敷
か
れ
て
よ
り
音
讀
す
る
に
至
り
し

な
る
べ
し
。
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九
月
廿
七
日
。
晴
。
燈
刻
古
田
中
村
二
氏
來
話
。
小
説
來
訪
者
初
板
五
千

部
印
行
す
と
云
。

　
九
月
廿
八
日
。
微
雨
。

　
九
月
廿
九
日
。
日
曜
日
。
陰
。

　
九
月
三
十
日
。
快
晴
。
酒
泉
空
庵
氏
手
紙
に
て
尾
上
菊
五
郎
余
が
新
作
舞

踊
一
幕
是
非
と
も
所
望
の
由
、
至
急
諾
否
の
返
事
き
ゝ
た
し
と
云
。

　
十
月
初
一
。
晴
れ
て
暑
し
。
午
後
小
川
氏
來
話
。
門
巷
到
る
と
こ
ろ
木
犀

の
花
香
人
を
醉
は
し
む
。

　
十
月
初
二
。
晴
れ
て
暑
し
。
屋
内
の
ラ
ヂ
オ
を
避
け
ん
と
て
午
下
海
神
町

凌
霜
子
の
別
宅
を
訪
ふ
に
折
よ
く
主
人
來
り
て
在
り
。
閑
話
半
日
。
日
募
近

傍
の
田
園
を
歩
む
。
無
線
電
信
所
の
建
物
あ
り
。
米
兵
駐
屯
す
と
云
。
晩
餐
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を
饗
せ
ら
る
。
九
時
過
家
に
か
へ
る
。
松
林
の
間
に
弦
月
の
沈
む
を
見
る
。

　
十
月
初
三
。
陰
晴
定
ら
ず
。
南
風
烈
し
。
午
後
海
神
凌
霜
子
別
宅
に
て
執

筆
。
近
巷
氏
神
の
祭
禮
な
り
。

　
十
月
初
四
。
陰
。
蒸
暑
夏
の
如
し
。
午
後
海
神
に
在
り
。
歸
宅
後
深
更
雨
。

　
十
月
初
五
。
秋
晴
愛
す
べ
し
。
午
後
海
神
に
て
執
筆
。

　
十
月
初
六
。
日
曜
日
。
半
陰
半
晴
。
午
後
海
神
に
行
く
。
新
小
岩
そ
の
他

戰
後
の
私
娼
窟
米
兵
を
迎
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
る
と
云
。

　
十
月
初
七
。
雨
。
午
後
小
瀧
氏
來
り
小
説
浮
沈
表
紙
の
意
匠
を
請
ふ
。
燈

刻
種
田
生
來
り
信
州
飯
田
行
の
旅
費
を
請
ふ
。

　
十
月
初
八
。
昨
日
よ
り
ラ
ヂ
オ
同
盟
罷
業
に
て
放
送
な
し
。
家
内
靜
な
れ

ば
海
神
に
徃
か
ず
。
此
日
甚
暑
し
。
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十
月
初
九
。
陰
晴
定
ま
ら
ず
。
市
川
眞
間
祭
禮
。
午
後
海
神
執
筆
。
日
短

く
な
り
て
歸
途
燈
火
を
見
る
。

　
十
月
十
日
。
晴
。
午
後
海
神
町
國
道
を
歩
す
。
道
少
し
く
登
る
と
こ
ろ
陸

橋
あ
り
。
南
方
に
海
灣
を
望
む
。
人
家
そ
の
垣
に
海
草
を
干
す
。
半
時
間
ほ

ど
東
方
に
歩
み
行
け
ば
船
橋
の
町
に
至
る
と
云
。
こ
の
夜
九
月
十
五
夜
の
月

よ
し
。
蟲
猶
鳴
く
。

　
十
月
十
一
日
。
陰
。
午
後
海
神
。

　
十
月
十
二
日
。
雨
。
特
に
雷
鳴
あ
り
。
午
後
谷
口
う
さ
ぎ
や
樋
口
萬
年
堂

二
氏
來
話
。
余
が
先
考
の
來
青
閣
集
を
贈
ら
る
。
樋
口
氏
今
春
滿
洲
よ
り
歸

還
せ
し
と
て
戰
後
か
の
地
の
状
況
を
語
る
。
鎌
倉
文
庫
よ
り
印
税
金
送
附
あ

り
。
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十
月
十
三
日
。
日
曜
日
。
晴
れ
て
あ
つ
し
。
日
暮
海
神
に
至
る
に
主
人
在

り
。
晩
餐
を
馳
走
せ
ら
る
。
明
月
皎
然
。
歸
途
電
車
沿
線
の
風
景
絶
佳
な
り
。

海
上
に
漁
火
星
の
如
し
。

　
十
月
十
四
日
。
晴
ま
た
陰
。
午
後
海
神
に
至
る
。
路
傍
の
雜
草
中
つ
ゆ
草

の
花
猶
咲
き
殘
れ
る
を
見
る
。
紫
青
の
色
殊
に
愛
す
べ
し
。

　
十
月
十
五
日
。
雨
。
午
前
扶
桑
書
房
主
人
來
話
。
午
後
海
神
に
て
賣
文
製

作
。
日
暮
雨
歇
む
。

　
十
月
十
六
日
。
快
晴
。
午
後
海
神
。
日
暮
歸
ら
む
と
す
る
時
、
主
人
東
京

よ
り
來
り
ま
た
〳
〵
晩
餐
を
馳
走
せ
ら
る
。

　
十
月
十
七
日
。
晴
。
菅
野
白
幡
天
神
祭
禮
。
正
午
新
生
社
主
人
青
山
氏
來

話
。
午
後
海
神
に
至
る
。
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十
月
十
八
日
。
快
晴
。
午
後
海
神
に
て
執
筆
。
歸
途
國
道
を
歩
み
葛
飾
驛

停
留
場
よ
り
電
車
に
乘
る
。
晩
霞
松
林
の
間
に
燦
然
た
り
。

　
十
月
十
九
日
。
快
晴
。
海
神
。
短
篇
小
説
靴
脱
稿
。

　
十
月
二
十
日
。
日
曜
日
。
晴
。
午
後
海
神
。

　
十
月
廿
一
日
。
晴
。
猪
場
毅
余
の
小
説
來
訪
者
の
事
に
關
し
復
讐
を
な
す

べ
き
由
。
不
穩
の
噂
あ
り
。
午
後
船
橋
散
歩
。
海
神
に
立
寄
り
て
か
へ
る
。

　
十
月
廿
二
日
。
雨
。
午
後
海
神
。
夜
十
時
過
寢
に
就
か
む
と
す
る
時
、
隣

室
よ
り
絃
歌
の
聲
起
る
。
十
一
時
に
な
り
て
も
歇
む
樣
子
も
な
し
。
已
む
こ

と
を
得
ず
家
を
出
で
暗
夜
の
町
を
歩
む
。

　
十
月
廿
三
日
。
雨
午
に
晴
る
。
海
神
に
行
く
。

　
十
月
廿
四
日
。
雨
中
午
後
海
神
に
至
る
に
主
人
在
り
。
昨
日
關
宿
に
遊
び
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た
り
と
て
利
根
河
畔
の
所
見
を
語
る
。
晡
下
雨
晴
れ
夕
陽
燦
然
た
り
。

　
十
月
廿
五
日
。
晴
。
海
神
。

　
十
月
廿
六
日
。
晴
。
午
前
森
銑
三
氏
來
話
。
午
後
新
小
岩
の
歸
途
春
街
氏

を
訪
ひ
重
ね
て
買
宅
の
こ
と
を
依
頼
す
。
夜
九
時
隣
室
の
ラ
ヂ
オ
轟
然
た
り
。

ラ
ヂ
オ
本
月
初
よ
り
同
盟
罷
業
に
て
放
送
な
く
、
精
神
大
に
安
靜
な
り
し
が

今
宵
再
び
こ
の
禍
あ
り
。
出
で
ゝ
小
川
氏
を
訪
ふ
。
過
日
九
州
旅
行
中
、
錦

帶
橋
の
知
人
よ
り
其
地
の
美
酒
を
贈
ら
れ
持
ち
歸
り
し
と
て
之
を
勸
め
ら
る
。

閑
話
淺
酌
夜
半
に
至
る
。

　
十
月
廿
七
日
。
日
曜
日
。
快
晴
。
午
後
海
神
。

　
十
月
廿
八
日
。
晴
。
風
寒
し
。
午
後
海
神
。

　
十
月
廿
九
日
。
晴
。
新
寒
脉
々
た
り
。
午
後
海
神
に
至
る
に
主
人
在
り
。
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晩
餐
を
饗
せ
ら
る
。

　
十
月
三
十
日
。
晴
。
午
前
正
岡
容
氏
來
話
。
正
午
海
神
へ
の
途
次
船
橋
を

散
歩
す
。
細
流
あ
り
。
水
に
從
つ
て
行
く
に
國
道
と
お
ぼ
し
き
大
道
に
出
づ
。

漁
家
櫛
比
し
水
田
渺
茫
と
し
て
海
に
連
る
。
岸
に
近
き
と
こ
ろ
蘆
荻
の
間
に

樓
閣
の
聳
る
あ
り
。
行
き
て
見
る
に
是
酒
樓
の
門
な
り
。
園
丁
門
前
を
掃
き

ゐ
た
れ
ば
景
況
を
問
ふ
に
、
小
人
數
の
客
よ
り
も
宴
會
を
引
受
け
る
を
主
と

す
。
十
一
月
中
は
申
込
多
く
明
い
た
日
は
一
日
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
言
へ
り
。

此
邊
に
遊
郭
も
あ
る
と
か
聞
き
し
が
何
處
い
づ
こ
な
る
や
と
問
ふ
に
、
そ
れ
は
國
道

の
北
側
よ
り
横
町
を
一
丁
ほ
ど
行
き
て
右
へ
曲
る
べ
し
と
教
ゆ
。
行
き
て
見

る
に
横
町
の
兩
側
に
は
カ
フ
ヱ
ー
酒
場
軒
を
つ
ら
ね
た
れ
ど
大
方
休
業
中
の

如
し
。
娼
家
は
七
八
軒
、
皆
二
階
建
に
て
上
口
に
は
金
泥
の 

衝  

立 

つ
い
た
て

置
き
し
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店
も
あ
れ
ど
娼
妓
の
姿
を
見
ず
。
い
づ
れ
も
旅
館
ま
た
料
理
店
に
商
賣
替
を

な
し
て
、
日
猶
淺
き
が
如
き
樣
子
な
り
。
京
成
電
車
に
て
海
神
に
至
り
日
暮

家
に
か
へ
る
。

　
十
月
卅
一
日
。
陰
。
正
午
歩
み
て
中
山
に
至
る
。
法
華
經
寺
の
境
内
鬼
子

母
神
祠
前
の
繪
馬
堂
を
見
る
。
一
孟
齋
芳
虎
の
描
け
る
烏
帽
子
武
者
人
物
あ

り
。
又
油
繪
の
西
洋
風
景
畫
あ
り
。
色
彩
剥
落
し
畫
布
半
破
れ
た
れ
ど
珍
し

け
れ
ば
奉
納
者
の
名
を
見
る
に
、
「
干
葉
縣
下
長
柄
郡
□
□
□
□
大
字
五
井
、

片
岡
□
□
米
國
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
留
せ
ん
ま
つ
」
と
あ
り
。
い
か
な
る

女
に
や
。
二
時
頃
海
神
の
凌
霜
庵
に
至
る
。
床
の
間
に
蜀
山
人
の
狂
詩
一
幅

を
か
け
た
り
。

　
　
　
忠
義
空
傳
國
姓
爺
。
　
終
看
韃
靼
奪
中
華
。
清
風
一
自
掃
頭
上
。
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四
百
餘
州
瞿
粟
花
。
　
蜀
山
人
。

　
十
一
月
初
一
。
晴
。
海
神
。
不
在
中
阿
部
雪
子
來
訪
。

　
十
一
月
初
二
。
晴
。
午
下
萬
年
堂
主
人
來
話
。
炭
團
を
惠
ま
る
。

　
十
一
月
初
三
。
日
曜
日
。
晴
。
午
後
海
神
に
行
く
。
日
暮
扶
桑
書
房
主
人

來
話
。

　
十
一
月
初
四
。
時
〻
雨
。
午
後
海
神
に
行
く
。
日
暮
主
人
の
東
京
よ
り
來

る
に
會
ふ
。
夜
九
時
家
に
歸
る
に
絃
歌
騷
然
た
り
。
再
び
出
で
ゝ
市
川
驛
待

合
室
に
至
り
木
村
芥
舟
の
菊
牕
偶
筆
を
讀
み
十
一
時
過
時
刻
を
計
り
て
か
へ

る
。
細
雨
歇
ま
ず
。

　
十
一
月
初
五
。
晴
又
陰
。
午
後
海
神
へ
の
途
上
中
山
の
町
を
歩
み
省
線
停

車
場
待
合
室
に
入
り
て
休
む
。
出
で
ゝ
野
菜
を
買
は
む
と
す
る
時
、
洋
傘
を
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置
忘
れ
し
に
心
づ
き
、
倉
皇
と
し
て
待
合
室
に
立
戻
り
て
見
る
に
わ
が
傘
意

外
に
も
腰
掛
に
寄
掛
け
ら
れ
し
ま
ま
な
り
。
今
の
世
に
は
あ
り
得
べ
か
ら
ざ

る
こ
と
な
る
べ
し
。
此
夜
ま
た
家
に
居
る
こ
と
能
は
ず
市
川
驛
待
合
室
に
至

り
時
間
を
空
費
す
。

　
十
一
月
初
六
。
陰
。
鷲
津
貞
二
郎
未
亡
人
よ
り
書
信
あ
り
。
長
男
郁
太
郎

滿
洲
よ
り
未
歸
ら
ず
、
次
男
信
太
琉
球
に
て
戰
死
し
本
月
九
日
芝
増
上
寺
に

て
遺
靈
祭
執
行
の
由
。
午
後
海
神
、
夜
雨
。
燈
下
罹
災
日
録
校
正
摺
を
見
る
。

　
十
一
月
初
七
。
陰
。
午
前
扶
桑
書
房
主
人
清
水
氏
來
話
。
午
後
海
神
に
至

る
。

　
十
一
月
初
八
。
陰
。
午
前
新
生
社
〻
員
來
話
。
澤
田
卓
爾
氏
來
り
獨
逸
人

レ
オ
ナ
ル
ド
、
フ
ラ
ン
ツ
作
小
説
「
カ
ル
ヽ
と
ア
ン
ナ
」
英
譯
本
貸
與
。
午
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後
海
神
に
至
り
草
稿
執
筆
。
日
い
よ
〳
〵
短
く
な
り
て
五
時
過
に
は
あ
た
り

暗
し
。
蟲
聲
全
く
絶
ゆ
。

　
十
一
月
初
九
。
時
々
微
雨
。
日
暮
小
岩
の
町
を
歩
す
。

　
十
一
月
十
日
。
日
曜
日
。
陰
。
午
前
小
瀧
氏
來
話
。
「
草
枯
」
原
稿
交
附
。

午
後
海
神
に
て
小
篇
「
或
夜
」
脱
稿
。
池
上
氏
小
包
に
て
南
畝
帖
を
贈
ら
る
。

此
書
大
坂
の
板
に
て
加
茂
季
鷹
の
序
に
は
二
種
あ
る
が
如
し
。

　
十
一
月
十
一
日
。
陰
。
午
後
海
神
に
至
る
。
電
車
沿
線
の
眺
望
時
候
と
共

に
一
變
す
。
雜
木
雜
草
の
黄
葉
亦
見
る
に
よ
し
。
甘
薯
悉
く
取
去
ら
れ
し
後

壠
圃
に
は
葱
、
蕪
、
大
根
の
葉
の
緑
色
や
は
ら
か
に
、
白
菜
の
葉
殊
に
佳
し
。

日
暮
か
へ
る
時
雨
。

　
十
一
月
十
二
日
。
未
明
腹
痛
。
晴
ま
た
陰
。
正
午
中
央
公
論
社
小
瀧
氏
來
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話
。
午
後
海
神
。

　
十
一
月
十
三
日
。
晴
。
日
あ
た
り
の
縁
に
坐
す
る
に
額
お
の
づ
と
汗
ば
む
。

本
年
初
冬
の
暖
氣
例
年
見
ざ
る
と
こ
ろ
。
午
後
海
神
に
至
る
途
す
が
ら
葛
飾

の
畠
地
を
歩
む
。
微
風
嫋
々
。
眺
望
曠
然
、
蔬
菜
の
緑
葉
毛
氈
を
敷
き
し
が

如
し
。
樹
陰
に
坐
し
て
バ
ル
ビ
ユ
ツ
ス
の
露
西
亞
觀
察
記
を
よ
む
。

　
十
一
月
十
四
日
。
晴
又
陰
。
午
前
凌
霜
子
來
話
。
午
後
海
神
無
線
電
信
所

附
近
の
畠
地
を
歩
す
。
葱
大
根
白
菜
菠
薐
草
を
つ
く
る
。
土
地
に
高
低
あ
り
。

此
方
な
る
高
處
に
立
ち
て
松
林
の
間
に
彼
方
な
る
低
き
田
疇
を
望
め
ば
冬
の

日
う
ら
ゝ
か
に
野
菜
の
葉
を
照
し
た
る
色
彩
の
妙
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
燈
刻
中

山
の
町
に
て
鰻
蒲
燒
（
一
串
十
五
圓
）
を
購
ひ
歸
る
。

　
十
一
月
十
五
日
。
晴
。
午
後
海
神
。
日
中
火
鉢
な
き
も
猶
机
に
向
ふ
べ
し
。
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夜
小
川
丈
夫
氏
來
り
赤
飯
を
惠
ま
る
。

　
十
一
月
十
六
日
。
晴
。
古
書
商
辰
巳
屋
來
り
歐
洲
賣
色
史
を
示
す
。
金
五

百
圓
と
云
。
獨
逸
の
原
書
を
佛
譯
せ
し
も
の
。
〔
（Prof. D

r. Paul Englisc

h, H
istoire de l'Erotism

e en Europe, A
daptation franc,aise par Jacques G

oroil.

）
〕

　
十
一
月
十
七
日
。
日
曜
日
。
雨
。
海
神
に
行
く
。
歸
途
雨
歇
み
淡
烟
糢
糊
。

樹
林
の
濃
淡
描
く
が
如
し
。

　
十
一
月
十
八
日
。
晴
。
後
に
陰
。
午
後
海
神
。
夜
近
藤
國
手
來
話
。

　
十
一
月
十
九
日
。
晴
。
新
生
社
〻
員
來
話
。
正
午
葛
飾
驛
停
車
場
よ
り
無

線
電
信
所
の
柱
を
目
標
と
な
し
田
間
の
一
路
を
歩
す
。
左
手
に
中
山
競
馬
場

の
建
物
を
松
林
の
間
に
望
み
、
右
手
に
電
信
處
の
營
舍
を
見
る
。
路
傍
の
樹
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陰
暗
き
と
こ
ろ
廢
祠
あ
り
。
引
戸
を
あ
け
て
窺
ひ
見
る
に
薄
べ
り
を
敷
き
陶

器
の
手
あ
ぶ
り
一
箇
あ
れ
ど
祭
れ
る
神
は
な
し
。
田
夫
野
孃
の
密
會
所
な
る

に
や
。
怪
し
む
べ
し
。
農
家
の
庭
を
見
る
に
一
家
相
寄
り
冬
日
を
浴
び
つ
ゝ

稻
を
打
つ
。
人
間
の
幸
福
こ
れ
に
若
く
も
の
な
し
。
柿
は
大
方
取
り
盡
さ
れ

菊
花
爛
漫
た
り
。
凌
霜
庵
に
至
り
日
暮
に
か
へ
る
。

　
十
一
月
二
十
日
。
晴
。
午
に
近
く
小
瀧
氏
來
り
日
か
げ
の
花
製
本
見
本
を

示
す
。
午
後
海
神
に
行
く
。

　
十
一
月
廿
一
日
。
半
陰
半
晴
。
午
後
海
神
に
て
小
篇
羊
羹
脱
稿
。
歸
途
菅

野
の
齒
科
醫
吉
原
氏
を
訪
ひ
病
齒
を
拔
く
。
外
出
中
扶
桑
書
房
清
水
氏
來
訪
。

夜
七
時
過
清
水
氏
再
び
來
り
新
生
社
拙
著
腕
く
ら
べ
印
税
金
到
底
支
拂
で
き

ま
じ
き
由
を
告
ぐ
。
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十
一
月
廿
二
日
。
晴
。
午
後
海
神
に
行
か
む
と
す
る
途
上
驟
雨
に
會
ふ
。

凌
霜
庵
に
至
り
見
る
に
主
人
來
り
て
在
り
。
款
語
半
日
。
晩
食
を
饗
せ
ら
る
。

夜
九
時
過
辭
し
て
か
へ
る
。
雨
歇
む
。

　
十
一
月
廿
三
日
。
晴
。
暖
。
午
後
新
小
岩
邊
漫
歩
。
燈
下
木
村
芥
舟
の
黄

梁
一
夢
を
よ
む
。

　
十
一
月
廿
四
日
。
日
曜
日
。
晴
又
陰
。
午
前
小
川
氏
來
り
炬
燵
の
枠
木
を

作
る
。
午
後
海
神
に
至
る
。
凌
霜
庵
床
の
間
に
柳
灣
の
絶
句
を
か
け
た
り
。

次
の
如
し
。
東
山
賞
春
罷
。
歸
笻
曳
殘
霞
。
囘
首
下
山
路
。
鐘
聲
送
落
花
。

東
叡
看
花
。
柳
灣
老
人
。

　
十
一
月
廿
五
日
。
快
晴
。
暖
。
午
後
海
神
。
歸
途
買
宅
の
事
に
つ
き
八
幡

町
牛
乳
店
六
平
ま
た
阿
部
奎
一
氏
を
訪
ふ
。
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十
一
月
廿
六
日
。
快
晴
。
暖
。
午
後
中
山
競
馬
場
附
近
を
歩
む
。
松
林
田

疇
の
眺
望
こ
の
邊
最
佳
な
る
を
見
る
に
つ
け
競
馬
場
建
築
の
俗
惡
い
よ
〳
〵

惡
む
可
し
。
田
間
の
一
路
を
歩
み
て
海
神
に
至
る
。

　
十
一
月
廿
七
日
。
陰
。
午
後
海
神
。
夜
雨
。

　
十
一
月
廿
八
日
。
晴
、
暖
、
後
に
陰
。
午
後
海
神
に
て
執
筆
。
歸
途
八
幡

町
に
て
雞
肉
を
買
ふ
。
五
十
匁
金
三
十
五
圓

　
十
一
月
廿
九
日
。
陰
。
稍
寒
し
。
午
後
海
神
に
行
く
。

　
十
一
月
三
十
日
。
陰
。
初
て
火
鉢
に
炭
火
を
置
く
。
午
後
小
瀧
氏
來
話
。

魔
法
罎
に
銀
座
ル
パ
ン
の
珈
琲
を
入
れ
て
持
來
る
。
厚
情
謝
す
べ
し
。
夜
半

月
あ
り
。

　
十
二
月
初
一
。
日
曜
日
。
陰
。
午
前
扶
桑
書
房
清
水
氏
來
り
新
生
社
振
出
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し
封
鎖
小
切
手
を
示
さ
る
。
新
生
社
と
の
關
係
こ
れ
に
て
斷
絶
す
。
午
後
海

神
。

　
十
二
月
初
二
。
寒
雨
霏
〻
。
午
後
海
神
に
至
る
。
日
暮
主
人
の
歸
り
來
る

に
逢
ふ
。
晩
餐
の
馳
走
に
な
る
。
九
時
過
辭
し
て
門
を
出
る
に
雨
既
に
霽
れ

て
半
月
明
な
り
。

　
十
二
月
初
三
。
晴
。
余
の
生
れ
し
日
な
り
。
午
後
阿
部
雪
子
來
話
。

　
十
二
月
初
四
。
晴
。
暖
。
午
後
中
山
法
華
經
寺
の
境
内
を
過
ぎ
人
家
つ
ゞ

き
の
道
を
歩
み
奧
の
院
門
前
よ
り
競
馬
場
の
塀
外
に
出
づ
。
田
間
の
細
徑
を

歩
み
て
海
神
に
至
る
。

　
十
二
月
初
五
。
晴
。
午
前
阿
部
奎
一
氏
來
り
よ
き
貸
間
を
さ
が
し
た
り
と

言
ふ
。
現
在
の
寓
居
よ
り
四
五
丁
隔
た
り
し
松
林
の
間
な
る
古
き
邸
宅
な
り
。
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主
人
は
年
四
十
ば
か
り
外
務
省
の
官
吏
な
り
と
言
ふ
。
阿
部
氏
に
導
か
れ
夫

人
に
面
會
し
座
敷
を
見
る
。
午
後
海
神
に
徃
く
。

　
十
二
月
初
六
。
快
晴
。
微
風
あ
り
。
正
午
省
線
電
車
に
て
沿
道
の
風
景
を

見
ん
が
た
め
千
葉
に
至
る
。
市
街
燒
亡
の
後
バ
ラ
ツ
ク
多
く
建
て
ら
れ
お
で

ん
汁
粉
を
賣
る
。
京
成
電
車
に
て
海
神
に
戻
り
凌
霜
庵
に
て
執
筆
例
の
如
し
。

歸
途
月
よ
し
。

　
十
二
月
初
七
。
晴
れ
て
暖
し
。
午
後
海
神
に
て
短
篇
指
環
脱
稿
。

　
十
二
月
初
八
。
日
曜
日
。
陰
。
寒
。
午
前
扶
桑
書
房
主
人
校
正
刷
を
持
來

る
。
共
に
出
で
ゝ
國
道
の
林
屋
喫
茶
店
に
少
憩
し
て
後
海
神
に
行
く
。
歸
途

雨
。

　
十
二
月
初
九
。
晴
れ
て
風
あ
り
。
夜
小
西
氏
招
飮
。
月
明
晝
の
如
し
。
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十
二
月
十
日
。
晴
。
昨
來
寒
甚
し
。
午
後
小
西
氏
邸
内
の
一
室
を
借
り
ラ

ヂ
オ
避
難
所
と
な
す
。
晩
間
新
小
岩
散
歩
。
屋
臺
店
に
飮
む
。

　
十
二
月
十
一
日
。
晴
。
午
前
扶
桑
書
房
主
人
來
話
。
午
後
小
西
氏
方
貸
間

に
て
執
筆
。

　
十
二
月
十
二
日
。
晴
。
暖
。
午
後
海
神
。
燈
刻
船
橋
よ
り
省
線
に
て
か
へ

る
。

　
十
二
月
十
三
日
。
晴
。
午
後
小
西
氏
方
に
在
り
。

　
十
二
月
十
四
日
。
晴
。
暖
。
午
前
正
岡
氏
小
川
氏
來
話
。
小
瀧
氏
來
り
日

か
げ
の
花
製
本
見
本
を
示
さ
る
。
午
後
眞
間
の
混
堂
に
浴
す
。

　
十
二
月
十
五
日
。
日
曜
日
。
陰
。
正
午
阿
部
雪
子
來
り
洋
書
二
册
を
贈
ら

る
。
燈
刻
海
神
。
晩
餐
の
馳
走
に
な
る
。
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　C

harles Sarolea: C
e que j'ai vu en R

ussie 

〔Sovie'tique

〕.
　
　
〔M

ax Eastm
an: D

epuis la m
ort de Le'nine.

（Paris 1925

）
〕

　
十
二
月
十
六
日
。
晴
。
午
後
小
西
氏
邸
内
貸
間
に
行
く
。

　
十
二
月
十
七
日
。
晴
。
暖
。
午
前
扶
桑
書
房
主
人
來
話
。

　
十
二
月
十
八
日
。
晴
。
午
後
小
西
氏
邸
内
。
燈
刻
扶
桑
書
房
主
人
來
り
新

生
社
閉
店
近
き
由
を
告
ぐ
。

　
十
二
月
十
九
日
。
晴
。
北
風
寒
し
。
正
午
凌
霜
子
來
話
。
共
に
出
で
ゝ
林

屋
に
一
茶
す
。
午
後
小
西
氏
貸
間
。
燈
刻
に
歸
る
。

　
十
二
月
二
十
日
。
晴
。
北
風
寒
し
。
午
後
貸
間
に
て
短
篇
畦
道
脱
稿
。
燈

刻
家
に
か
へ
る
に
中
村
光
夫
氏
來
り
て
待
つ
。
來
訪
者
印
税
殘
金
貳
萬
八
千

餘
圓
交
附
。
隣
室
の
ラ
ヂ
オ
連
夜
喧
騷
を
極
む
。
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十
二
月
廿
一
日
。
晴
。
午
前
辰
巳
屋
來
る
。
燈
刻
貸
間
よ
り
歸
る
に
小
瀧

氏
來
り
て
待
て
り
。
共
に
林
屋
に
一
酌
す
。
（
酒
一
合
六
拾
圓
。
天
麩
羅
一

人
前
五
拾
圓
。
）

　
十
二
月
廿
二
日
。
日
曜
日
。
陰
。
晡
下
海
神
凌
霜
庵
に
至
る
。
主
人
在
り
。

冬
至
の
佳
節
な
れ
ば
と
て
家
人
柚
湯
を
た
く
。
晩
食
を
饗
せ
ら
る
。
外
出
中

扶
桑
書
房
來
訪
。
北
海
道
宗
谷
の
人
阿
部
清
八
氏
鹽
鮭
其
他
の
名
産
を
贈
ら

る
。

　
十
二
月
廿
三
日
。
晴
。
風
氷
の
如
し
。
銀
行
ま
た
〳
〵
預
金
封
鎖
の
風
聞

あ
れ
ば
貯
金
六
萬
圓
ま
た
別
口
貳
萬
圓
を
引
出
す
。
午
後
小
西
氏
邸
に
行
く
。

歸
途
雞
肉
を
買
ふ
。
五
十
匁
四
拾
圓
と
な
る
。

　
　
　
　
　
ハ
ム
　
五
十
匁
　
金
四
拾
圓
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牛
肉
　
五
十
匁
　
金
三
十
五
圓

　
　
　
　
　
鳥
肉
　
五
十
匁
　
金
四
十
圓

　
　
　
　
　
玉
子
　
一
ツ
　
　
金
八
圓

　
十
二
月
廿
四
日
。
晴
。
正
午
阿
部
奎
一
氏
來
話
。
午
後
小
西
氏
方
に
在
り
。

夜
半
下
痢
一
囘
。

　
十
二
月
廿
五
日
。
く
も
り
て
寒
し
。
終
日
家
に
在
り
。

　
十
二
月
廿
六
日
。
晴
。
執
筆
興
な
し
。
午
後
小
西
氏
方
に
て
讀
書
、
燈
刻

家
に
か
へ
る
も
小
兒
少
女
の
騷
ぐ
聲
に
何
事
を
も
な
す
能
は
ず
早
く
寢
に
就

く
。
こ
れ
市
川
に
來
り
て
よ
り
毎
夜
の
事
な
り
。

　
十
二
月
廿
七
日
。
微
雨
。
南
風
稍
暖
。
午
後
小
西
氏
邸
内
。

　
十
二
月
廿
八
日
。
陰
。
午
前
正
岡
容
花
園
某
女
來
訪
。
白
米
を
贈
ら
る
。
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午
後
小
西
氏
邸
。
燈
刻
小
瀧
氏
日
か
げ
の
花
上
製
本
持
參
。
共
に
出
で
ゝ
林

屋
に
飮
む
。
五
日
頃
の
月
あ
り
。

　
十
二
月
廿
九
日
。
日
曜
日
。
晴
。
午
後
眞
間
の
混
堂
に
浴
す
。
湯
錢
一
圓

と
な
る
。
晡
下
江
戸
川
堤
を
歩
す
。

　
十
二
月
三
十
日
。
晴
。
暖
。
午
後
小
西
氏
邸
に
て
昇
曙
夢
譯
ク
ー
プ
リ
ン

の
魔
窟
を
よ
む
。
昨
夜
窃
盜
小
西
氏
の
雞
一
羽
を
盜
み
去
り
し
と
云
。

　
十
二
月
卅
一
日
。
陰
。
後
に
晴
。
正
午
扶
桑
書
房
主
人
來
話
。
林
屋
に
行

き
茶
を
喫
す
。
午
後
小
西
氏
方
に
て
讀
書
。
不
在
中
凌
霜
子
來
り
て
餅
を
惠

ま
る
。
蓐
中
讀
書
唯
睡
魔
の
來
る
を
待
つ
の
み
。
今
年
ほ
ど
面
白
か
ら
ぬ
年

は
我
生
涯
に
曾
て
無
し
。
貸
間
の
生
活
の
讀
書
詩
作
に
適
せ
ざ
る
こ
と
を
初

め
て
經
驗
せ
し
な
り
。
こ
の
外
言
ふ
べ
き
事
、
記
す
べ
き
事
な
し
。
隣
室
の
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ラ
ヂ
オ
に
耳
を
掩
う
て
戰
敗
の
第
二
年
目
を
送
る
と
爾
云
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
葛
飾
こ
よ
み
」
毎
日
新
聞
社

　
　
　1956
（
昭
和31

）
年8

月25

日
初
版
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-

86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

※
「
十
二
月
廿
九
日
」
の
行
に
は
、
底
本
で
は
行
頭
空
き
が
あ
り
ま
せ
ん
。

入
力
：
Ｈ.

Ｙ
Ａ
Ｍ

校
正
：
米
田

2012

年10

月4

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：
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こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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